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＜ 研究ノート ＞

札幌農学校予修科に関する一考察

廣瀬 公彦

はじめに

１８９５年４月に勅令第２０８号（１８９３年１１月１０日制定）の施行によって文部省直轄学校となっ

た札幌農学校は、１８９８年５月３日の校則改正によって「予修科」を設置した。「予修科規

程」は、「本科ノ学科ヲ修ムルニ必要ナル普通学科ヲ授ク」ための修学年限２年の課程と

規定している１）。入学資格は尋常中学校卒業程度で、以下のように、制度上で本科卒業時

の年齢が帝国大学と揃うこととなった。

・尋常中学校 → 札幌農学校予修科（２年）→ 札幌農学校本科（４年）

・尋常中学校 → 高等学校大学予科（３年）→ 帝国大学（３年）

これは、帝国大学昇格を現実化する方策でもあった。はやくも翌１８９９年、「北海道帝国

大学設立建議」において、札幌に高等学校大学予科を設置するのは難しいため、予修科を

１年延長することで帝国大学内に大学予科をつくるという案が示されている２）。１９０７年９

月、勅令第２３６号（１９０７年６月２１日制定）の施行により東北帝国大学農科大学が設置され、

札幌農学校が帝国大学に昇格した。勅令第２３７号（１９０７年６月２１日制定）では、大学予科

の付属も定められた。その際、修学年限３年の東北帝国大学農科大学大学予科では、予修

科の第１・２年級修了者を大学予科第２・３年級とする措置をとった。

それでは、帝国大学昇格への過渡期にあたる当該時期において、予修科にはどのような

生徒が入学していたのであろうか。

従来の研究では、１８７６～１８９６年の札幌農学校予習科・予科・予備科について、石見和子

が出身地や本科への進学状況を調査している３）。これに続く予修科の分析も必要であろ

う。たとえば、『北大百年史』通説が予修科の設置計画以来の経緯を記述し、在籍者の本

籍地の分析や、校則の入学資格の変遷にふれている４）。

本稿では、これをふまえつつ、『官報』の「生徒募集」記事から入学試験の実施状況を、

「札幌農学校簿書」（北海道大学大学文書館蔵）に含まれる教務部作成文書や入学願書な

どから志願者の出身学校や受験場所を調査し、予修科（１８９８～１９０６年度）の入学者選抜試

験の実際について考察する。
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年度 志願者資格 日程 科目 場所

１８９８

【第１年級】
・尋常中学校卒業者は無試験
・定員超過の時は特別試験
・尋常中学校卒業者と同等の
学力を有する１７歳以上の者
に入学試業
【第２年級】
・尋常中学校卒業者かつ学術
優等の者に入学試験

出願期限
６月２５日

【第１年級】
国語、漢文、英語、数学、博
物学、理化学
【第２年級】
国語、漢文、英語、代数、三
角術、物理学（光学越歴学を
除く）、無機化学、自在画及用
器画法、近世史

・札幌農学校

試験日
７月１１日―

１８９９

【第１年級】
・中学校卒業者は無試験
・定員超過の時は特別試験
（中学校卒業者で学術優等と
中学校長の証明する者は特
別試験を課さない）
・定員に満たない時は１７歳以
上で中学校卒業者と同等の学
力がある者に普通試験を課す
【第２年級】
・中学校卒業者かつ学術優等
の者に入学試験

出願期限
６月２０日

〃 〃

試験日
７月９日―

１９００

・中学校卒業者は無試験入学
・定員超過の時は選抜試験を
課す
・定員に満たない時は中学校
卒業生と同等の学力を有す
る１７歳以上の者に入学試験
を課す

出願期限
６月２０日

・国語
・漢文（訓点、解釈、作文）
・数学（算術、代数、幾何（平
面立体）、三角術初歩）
・英語（和文英訳、英文和訳）

・札幌農学校
・文部省内

試験日
７月９―１０日

１９０１ 〃

出願期限
６月２０日

・国語漢文（訓点、解釈、作文）
・数学（算術、代数、幾何（平
面立体）、三角術初歩）
・英語（和文英訳、英文和訳）

・札幌農学校
・文部省内
・各府県中学
校（京都・
東京を除く）

試験日
７月９日―

表１ 入学者選抜試験の実施状況

１．入学者選抜試験の規程とその実施

入学者選抜試験については、『札幌農学校一覧』（以下、『一覧』と略す場合がある）掲

載の「予修科規程」が志願者資格・入学手数料・定員・入学願書の書式を定めている。こ

れに基づいて、『官報』広告欄掲載の「生徒募集」記事に、募集人数・志願者資格・試験

科目・出願期日・試験日程（開始日のみ）・試験場所・入学願書の書式などの具体的な実

施要項が示された。札幌農学校は新聞各紙に生徒募集の広告を載せ、「委細は何月何日の

官報を参照すべし」として周知していた。

上記の資料によって、志願者資格・試験日程・科目・場所を表１にまとめた。また、参

考として、『文部省年報』５）に記載された志願者数と入学者数を表２として掲げた。そして、

それぞれについて項を分けてみていくこととする。
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年度 募集人数 志願者数 入学者数 倍率 在籍者数

１８９８
第２年級４０

― ― ―
第２年級 ６

第１年級４０ 第１年級 ２３

１８９９
第２年級２５

― ― ―
第２年級 １９

第１年級４０ 第１年級 ４９
１９００ ４０ ８３ ４０ ２．１ 第１年級 ５１

１９０２

・中学校卒業者は無試験入学
・定員超過の時は選抜試験を
課す（中学校長より優等生
の証明のある者は無試験入
学を許す）
・定員に満たない時は中学校
卒業者と同等の学力を有す
る１７歳以上の者に入学試験
を課す

出願期限
６月２０日
５月末日

〃

・札幌農学校
・文部省内
・各府県立中
学校
（東京を除く）

試験日
７月９―１１日

１９０３

・中学校卒業者に入学試験を
課す
・中学校長より優等生の証明
のある者は無試験入学を許
すことあり

出願期限
６月１０日

〃

・札幌農学校
・文部省内
・各府県庁
（東京を除く）試験日

７月１―２日

１９０４

・中学校卒業者と専門学校入
学者試験検定合格者に入学
を許す
・定員超過の時は試験を課す
・中学校長より優等生の証明
のある者は無試験入学を許
すことあり

出願期限
６月１５日

・国語漢文（訓点、解釈、作文）
・数学（代数、幾何（平面立
体）、三角術初歩）
・英語（和文英訳、英文和訳）
・物理学

〃
試験日
７月８―９日

１９０５ 〃

出願期限
６月１５日

・国語漢文（訓点、解釈、作文）
・数学（代数、幾何（平面立
体）、三角術初歩）
・英語（和文英訳、英文和訳）
・化学

・札幌農学校
・東京高等商業
学校内講堂
・各府県庁
（東京を除く）

試験日
７月１０―１１日

１９０６ 〃

出願期限
６月１５日

・国語漢文（訓点、解釈、作文）
・数学（代数、幾何（平面立
体）、三角術初歩）
・英語（和文英訳、英文和訳）
・化学
・物理学

・東京
・札幌
・熊本

試験日
７月９―１１日

備考１）『札幌農学校一覧』「予修科規程」および『官報』「生徒募集」記事により作成した。
２）１８９８・１８９９年度は追加募集がおこなわれた。１８９８年度は７月２２日付『官報』で第１年級２７名、第２年
級３０名を募集し、出願期限を８月２０日とした。１８９９年度は７月３１日付『官報』で第２年級を募集し、出
願期限は８月２５日だった。

３）１９００・１９０２～１９０６年度の試験日程は、以下の資料により補った。１９００年度は札幌農学校簿書７１６「日
誌 明治三十三年四月 札幌農学校巡視」、１９０２年度は札幌農学校簿書９７８「生徒募集ニ関スル書類 明治
三十五年ヨリ 教務部」所収「各中学校長ヘ問題送付ノ件」（１９０２年７月１日）、１９０３年度は同簿書所収
「試験問題送付ノ件」（１９０３年６月１８日）、１９０４年度は同簿書所収「入学試験問題送付ノ件」（１９０４年６
月２９日）、１９０５年度は札幌農学校簿書８２９「生徒募集及入学ニ関スル書類 明治三十八年 教務部」所収「試
験問題送付ノ件」（１９０５年６月２６日）、１９０６年度は札幌農学校簿書９２１「入学試験ニ関スル書類 明治三十
九年七月 教務部」所収「受験者心得ノ件」（１９０６年６月２０日）。

４）１９０２年度の「出願期限」は、各府県立中学校での受験を希望する者は５月末日だった。

表２ 入学志願者数・入学者数・生徒数
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１９０１ ４０ １４８ ４６ ３．２ 第１年級 ４７
１９０２ ４０ １９５ ４７ ４．１ 第１年級 ５２
１９０３ ４０ １３０ ４３ ３．０ 第１年級 ４６

１９０４ ４０ １８７
（外２）

４７
（外２） ４．０ 第１年級 ５３

（外２）

１９０５ ４０ １６１
（外２）

４６
（外２） ３．５ 第１年級 ５４

（外４）

１９０６ ４０ １８２
（外３）

４７
（外３） ３．９ 第１年級 ５２

（外３）

備考１）「募集人数」は『官報』「生徒募集」記事、「志願者数」「入学者数」は『文
部省年報』、「在籍者数」は『一覧』「学生々徒姓名」により作成した。「倍率」
は、「志願者数」を「入学者数」で除して算出した。

２）「外」は外国人留学生で、内数で示す。

１－１．志願者資格

１８９８年５月制定の「予修科規程」は、入学資格を次のように定めており、１９０２年度まで

変更はない。

予修科ニ入学スルコトヲ得ル者ハ、尋常中学校ヲ卒業シタル者、若クハ之ト同等ノ学

力ヲ有シ品行方正年齢十七歳以上ニシテ募集ニ応シ入学試業ニ及第シタル者トス。

尋常中学校卒業生ニシテ学力優等成績抜群ナル者ハ特ニ予修科第二年級ニ入学セシム

ルコトアルヘシ。６） （句読点は稿者による。以下同じ）

札幌農学校は、予修科第１年級への入学資格を、①尋常中学校卒業者、②尋常中学校卒業

者と同等の学力をもつ１７歳以上で「入学試業」に合格した者とし、③尋常中学校卒業者で

成績優等の者には特に予修科第２年級への入学を認めることがあると定めた。そして、

１８９８年５月１８日付『官報』広告欄７）に、以下のような「生徒募集」記事を載せた。

予修科第一年級 尋常中学卒業生ハ無試験ニテ入学ヲ許ス。但シ、志願者定員ニ超過

スルトキハ、特別試験ヲ為ス。（中略）

同 第二年級 尋常中学卒業生ニシテ学術優等品行方正ナルヲ該校長ノ証明セル者

ニ、予修科第一年級学課程度ニ依リ入学試験ヲ為ス。（後略）

尋常中学校卒業生を無試験入学とすること、募集定員超過の場合は「特別試験」を課すこ

と、尋常中学校卒業生で成績優等の者は中学校長の証明を以て示した上で「入学試験」を

課すことが明記され、先述の「予修科規程」①と③の部分を実際に即す形で示している。

ただ、②の部分がなく、募集定員超過によって試験が実施された場合の、尋常中学校卒業

者の「特別試験」と尋常中学校卒業者と同等の学力をもつ１７歳以上の者の「入学試業」の

優先順位については、判然としない。１８９８年度の入学志願者資格は次のようにまとめられ

る。

【１８９８年度・第１年級】

・尋常中学校卒業者は無試験で入学（定員超過の場合は特別試験を課す）

・尋常中学校卒業者と同等の学力をもつ１７歳以上の者に入学試業を課す
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【１８９８年度・第２年級】

・尋常中学校卒業者で優等生の証明のある者に入学試験を課す

１８９９年度の『官報』「生徒募集」記事８）では、第１年級の項目に、志願者が超過した場

合でも、「中学校卒業生ニシテ学術優等品行方正ナルヲ該校長ノ証明セル者ニハ特別試験

ヲ為サス直ニ入学ヲ許ス」という文言が加わり、成績優等生は定員超過でも無試験で入学

できることになった。なお、「中学校令」（１８９９年２月６日制定、勅令第２８号）によって４

月１日から「尋常中学校」が「中学校」に改められたことを反映して、「中学校卒業生」

となっている。また、「第一項第二項（中学校卒業者…稿者注）ニ該当スル志願者予定人

員ニ満タサルトキ」に「年齢十七歳以上ニシテ中学校卒業生ト同等ノ学力アル志願者」へ

の「普通試験」を課すという文言も加わった。中学校卒業者と同等の学力をもつ１７歳以上

の者のことが記述され、定員に満たない場合のみ考査の対象となるという資格上の順位付

けが明示された。

【１８９９年度・第１年級】

１．中学校卒業者のうち優等生は無試験で入学（定員超過の場合も同様）

２．中学校卒業者は無試験で入学（定員超過の場合は特別試験を課す）

３．定員に満たない場合、中学校卒業者と同等の学力をもつ１７歳以上の者に普通試験

を課す

【１８９９年度・第２年級】

・中学校卒業者で優等生の証明のある者に入学試験を課す

志願者数にかかわらない優等生の無試験入学は、１９００・１９０１年度９）にはなくなるが、１９０２

年度１０）に再び現れ、１９０５年度まで残る。

１９００年度には、『官報』「生徒募集」記事から第２年級に関する記載がなくなる。１８９８年

度に２３名だった第１年級の在籍者１１）が１８９９年度には４９名となり１２）、第１年級からの進級者

だけで定員４０名を満たせるようになったためと考えられる。

１９０３年４月１日に「専門学校令」（１９０３年３月２６日制定、勅令第６１号）および「専門学

校入学者検定規程」（１９０３年３月３１日制定、文部省令第１４号）が施行された。この検定の

合格者（以下、「専検合格者」と略す）は、専門学校の入学に関して中学校卒業者と同等

の資格となった。試験検定は５月１２～２２日におこなわれている１３）。同日「実業学校令中改

正ノ件」（１９０３年３月２６日制定、勅令第６２号）によって「実業専門学校」となった札幌農

学校は、「予修科規程」の入学者資格を改訂した。
マ マ

予修科ニ入学スルコトヲ得ルモノハ、尋常中学校ヲ卒業シタル者若クハ専門学校入学

者検定規程ニ依リ検定ニ合格シタル者トシ、且入学志願者予定ノ人員ヲ超過シタルト

キハ選抜試験ヲ行ヒ、其成績優等ナル者ヨリ順次入学セシム１４）

中学校卒業者と専検合格者に対し、定員超過の場合は試験を課している。しかし、同年の

『官報』「生徒募集」記事１５）は専検合格者にふれておらず、かつ、中学校卒業者と同等の

学力をもつ１７歳以上の者についての項目が削除されている。また、「中学校ヲ卒業シタル
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者ハ予修科（中略）第一年級ヘ試験ノ上入学ヲ許ス」と、定員超過でなくても試験を課す

こととなった。この年の志願者数は、前年の１９５名から１３０名に減少した。

【１９０３年度・第１年級】

１．中学校卒業者のうち優等生は無試験で入学（定員超過の場合も同様）

２．中学校卒業者は試験を課す

１９０４年度の『官報』「生徒募集」記事１６）では、専検合格者についての項目が加わってい

る。これによって入学志願者資格をまとめると次のようになる。

【１９０４年度・第１年級】

１．中学校卒業者のうち優等生は無試験で入学（定員超過の場合も同様）

２．中学校卒業者・専検合格者は入学（定員超過の場合は試験を課す）

以降、１９０６年まで「予修科規程」、『官報』「生徒募集」記事ともに変化はみられない。

１－２．試験科目

「予修科規程」には試験科目についての定めはなく、毎年度の『官報』「生徒募集」記事

に掲載されている。

１８９８年度は、第１年級への入学志願者には、国語、漢文、英語、数学、博物学、理化学

を「尋常中学校卒業ノ程度」で課した。第２年級は、国語、漢文、英語、代数、三角術、

物理学（光学越歴学１７）を除く）、無機化学、自在画及用器画法、近世史だった１８）。

これが１９００年度１９）になると、国語、漢文（訓点、解釈、作文）、数学（算術、代数、幾

何（平面、立体）、三角術初歩）及英語（和文英訳、英文和訳）の「四科目」となり、１９０３

年度まで科目に変化はない。ただし、１９０１年度以降「三科目」と表現されるようになって

おり、「国語漢文」を１つとみなしたと考えられる。受験者数の増加や、試験場所の東京

への増設に伴い、段階的に試験科目数を調整していったものかと推察される。

１９０４年度には、数学の細目から「算術」が消え、「物理学」が加わって４科目となる２０）。

翌１９０５年度には物理学が「化学」に換わった２１）。そして、１９０６年度には、国語漢文（訓点、

解釈、作文）、数学（代数、幾何（平面、立体）、三角術初歩）、英語（和文英訳、英文和

訳）、化学、物理学の５科目となった２２）。

ところで、『官報』に記載されるのは、試験科目と開始日のみだった。ただ、試験会場

へ問題を送付した際の実施要項（教務部作成）から、１９０２～１９０６年度の日程と日割は次の

通りであったことがわかる。

１９０２年度 ７月９日（数学）・１０日（作文・漢文）・１１日（英語）２３）

１９０３年度 ７月１日（数学・漢文）・２日（英語・作文）２４）

１９０４年度 ７月８日（数学・英語）・９日（漢文（作文共）・物理）２５）

１９０５年度 ７月１０日（数学・英語）・１１日（漢文・作文・化学）２６）、

１９０６年度 ７月９日（数学・化学）・１０日（英語・漢文・作文）・１１日（物理学）２７）
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府県 中学校 人数

青森
青森第一中学校 １
青森第二中学校 ２

岩手 盛岡中学校 １
宮城 宮城第一中学校 ２
山形 荘内中学校 １
千葉 佐倉中学校 １
新潟 新発田中学校 １
山梨 山梨中学校 １

府県 中学校 人数
長野 松本中学校 １
三重 三重第一中学校 １

大阪
八尾中学校 １
茨木中学校 １

奈良 郡山中学校 １
広島 福山中学校 １
徳島 富岡中学校 １
熊本 中学済々黌 ２

表３ １９０１年度に試験会場となった中学校

備考 札幌農学校簿書７６６―３、１０１３により作成した。

１－３．試験場所

試験の実施場所は、『官報』「生徒募集」記事および教務部の作成した「入学試験ニ関ス

ル書類」などの文書から読み取ることができる。

１８９８・１８９９年度は、『官報』「生徒募集」記事２８）によれば「本校内」とあり、札幌農学校

内でおこなった。

１９００年度は、「本校及文部省内」となっており、札幌・札幌農学校内と東京・文部省内

で実施した２９）。志願者は８３名となり、定員を超過している。各受験場所での受験者数など

を示す資料は確認できていない。

１９０１年度は上記２ヶ所に加えて「各府県（京都及東京ヲ除ク）中学校」が会場となった３０）。

各志願者の受験場所は、「明治三十四年 予修科入学試験成績」３１）および「入学志願者名簿

明治三十四年 教務部」３２）において確認できる。両者の記述をあわせると、志願者１３４名

分の受験場所がわかり、札幌２２名、東京９３名３３）、その他の府県１９名（１４府県１６校、表３参

照）であった。東京が約７割を占め、各府県では１校１名ほどの実施だった。

１９０２年度は、試験場所が「札幌本校、東京文部省内及各府県（東京府ヲ除ク）立中学校」

となった３４）。「予修科入学試験成績」３５）によると、志願者１４７名分の受験場所がわかり、札幌

１７名、東京７３名、その他の府県５７名（２４府県３５校、表４参照）であった。東京への集中は

かわらないが、５割ほどに減少している。一方で、会場となった府県や中学校の数は大幅

に増加した。

１９０３年度は、会場を各府県立中学校から「各府県庁」に変更した３６）。前年には１０府県に

おいて複数の中学校で実施したのが、各道府県１ヶ所に集約されたことになる。「入学志

願者名簿 明治三十六年四月 教務部」３７）によると、１２８名の受験場所がわかり、札幌１３名、

東京６６名、その他の府県４７名（２３府県）であった。
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府県 中学校 人数

青森
弘前中学校 ４
八戸中学校 １

宮城
［宮城県第一中学校］ １
宮城第三中学校 １

山形
山形中学校 １
荘内中学校 ２

福島
会津中学校 ３
［福島県第二中学校］ １

茨城 水戸中学校 １

群馬
富岡中学校 １
前橋中学校 １

埼玉
浦和中学校 １
熊谷中学校 ２

千葉 千葉中学校 １

新潟
新潟中学校 ２
新発田中学校 ４
長岡中学校 １

長野 松本中学校 １

府県 中学校 人数

愛知
［愛知県第一中学校］ ３
愛知第二中学校 １

滋賀 滋賀第一中学校 ２
京都 ［京都第一中学校］ １

大阪
八尾中学校 １
北野中学校 １

兵庫 洲本中学校 １
島根 島根中学校 １
岡山 岡山中学校 ２
徳島 徳島中学校 １
香川 高松中学校 ２
高知 高知中学校 １
福岡 福岡中学校 １

佐賀
佐賀中学校 １
鹿島中学校 １

長崎 ［長崎中学校］ ２
熊本 ［熊本中学校］ ６

表４ １９０２年度に試験会場となった中学校

備考１）札幌農学校簿書７７３―５により作成した。
２）「仙台」「磐城」など市町名のみ記入されたものは、地名や出身中学校などから推定
し、［ ］で括った。

１９０４年度は、「入学志願者名簿 明治三十七年五月 教務部」３８）により、１８４名分の受験

場所がわかる。札幌２２名、東京９１名、その他の府県７１名（２８府県）であった。

１９０５年度は、東京の試験会場が文部省内から「東京高等商業学校内講堂」にかわった３９）。

「入学志願者名簿 明治三十八年 教務部」４０）によれば、１５５名分の受験場所がわかり、札

幌２３名、東京７２名、その他の府県６０名（３１府県）であった。

１９０６年度には、試験場所が「東京、札幌及熊本」となった４１）。具体的には、「東京」は

文部省修文館、「札幌」は札幌農学校、「熊本」は第五高等学校である４２）。なお、第五高等

学校での実施には、試験監督の補助３名を熊本農学校に依頼している。当時の熊本農学校

長は河村九淵（札幌農学校第４期生）で、佐藤昌介からの依頼に、承諾の回答をした４３）。

各志願者の受験場所を示す資料は確認できないが、入学者４６名の受験場所は、札幌８名（う

ち清国留学生２名）、東京３５名、熊本３名であった４４）。

１９０２年度から１９０５年度にかけて、実施される府県数は増加している。一方で、東京にお

ける受験者数は全体の５割付近を維持し続けた。１９０６年度になって約４割を占めていた各

府県での実施がなくなったものの、志願者数は１８２名と１９名増えた。それは、この期間に

公私立中学校の中学校卒業生数が、３，０４３名（１８９８年度）から１５，５８２名（１９０６年度）へと

５倍になっていた４５）ことも一つの要因と考えられる。
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２．入学志願者の実態

「札幌農学校簿書」には、志願者が提出した「入学願書」と「学業履歴書」、教務部が作

成した入学試験関係文書が含まれている。「入学願書」には志願者の氏名・族籍・寄留地・

提出日、「学業履歴書」にはこれまで在籍した学校名・使用した教科書・卒業年・賞状や

修業証書の写しが記載されている。教務部の作成文書には、志願者の受験場所や得点をま

とめた一覧表や、各種通知の文書などがある。

本節では、「札幌農学校簿書」に基づき、学歴や出身学校や受験場所など、志願者の実

態をみていく。

なお、末尾に付表として、１８９８～１９０６年度の志願者の氏名・生年・出身校・中学校卒業

後の履歴・受験場所・予修科への在籍などをまとめた一覧表を掲げた。

２－１．志願状況と選抜結果

１８９８年度については、３６名分の願書が確認できる４６）。５番目に綴じられた三宅勉の願書

の前に「予修科第一年級ヘ無試験入学者」と書かれた紙片が挟み込まれている。三宅より

前の４名は全員が第２年級に入学しており、三宅以下を尋常中学校卒業者として無試験で

第１年級に入学させたという意味と思われる４７）。また、川口順次郎の願書の前には「予修

科第一年級ヘ試験ノ上入学志願者」という紙片が挟み込まれている。川口は明治義会尋常

中学校を第５年級で中途退学していたため、入学試験が課されたと思われる。他に６名が

中学校在学中あるいは中途退学だったが、川口のほか、石田研・小川義雄（札幌尋常中学

校第５年級在学中）が入学している。さらに、願書の提出日をみると、５月１８日付『官報』

で設定した６月２５日の期限以前のものは２０名分（６月２８日提出の２名を加えれば２２名分）

のみで、残る１４名は８～９月であった。７月２２日付『官報』で追加募集を出しており、予

修科にとって志願者の確保は大きな課題だった。

１８９９年度については、５６名分の願書が確認できる４８）。前年度と比べ、中学校在学中の志

願者はいない。願書提出日は、５月２４日付『官報』の締切である６月２０日以前の提出が３９

名（日付不記載も含めて６月中まで入れれば４３名）、７～９月が１１名、不明２名となる。

前年度と比べて一次締切の応募数が増えてはいるものの、いまだ追加募集（７月３１日付

『官報』）が必要な状況であった。

１９００年度については、７７名分の願書が確認できる４９）。このとき入学した川嶋一郎は、入

学許可者の氏名が成績順で掲示されたと回想している５０）。願書提出日は、７月以降の日付

がなくなっている。追加募集をおこなわなくとも志願者が集まるようになったとみなせる。

１９０１年度については、１４９名分を確認できる５１）。『官報』「生徒募集」記事の志願者資格

には記載がないが、１名の無試験入学者がいる。中学校在学生・中途退学者が１１名いたが、

志願者名簿に不記載あるいは「無資格」の注記がなされている５２）。中学校卒業者以外の志

願は、『官報』「生徒募集」記事に「第一号（中学校卒業者…稿者注）ノ志願者定員ニ満タ
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地方 １８９８ １８９９ １９００ １９０１ １９０２ １９０３ １９０４ １９０５
北海道 １４（１） ２２（２） １５（１） １６（２） １０（２） ９（１） ２０（２） ２２（２）
東北 ４（３） ４（４） ６（６） １７（８） ２８（１１） ２０（１３） ３１（１５） ２２（１１）
関東 １５（１１） １６（１３） ３２（１６） ６７（２５） ７１（３１） ３６（２５） ５５（２８） ４２（２４）
中部 ２（２） ７（４） ８（７） ２１（１４） ２５（１２） １６（１３） １４（９） １９（１５）
近畿 ０ ４（４） ４（３） ９（８） １５（１０） １９（１１） １８（１１） １１（８）
中国 １（１） １（１） ３（２） ８（５） １１（７） ９（４） １３（１０） １４（９）
四国 ０ １（１） ３（３） ２（２） ６（４） ８（４） １６（８） １２（６）
九州 ０ １（１） ６（５） ９（７） ２１（１０） １５（８） ２４（１５） １７（１１）
合計人数 ３６名 ５６名 ７７名 １４９名 １８７名 １３２名 １９１名 １５９名
道府県数 ９ １５ ２２ ３４ ４１ ３６ ４２ ３８

表５ 志願者の出身学校所在地
（単位：数値は人数で（ ）内は学校数、道府県数は個）

備考 札幌農学校簿書７２９―３、７６６―３、７６６―４、７７３―４、７７３―５、７７３―６、８３２、９４２、９５０、１０１３、１０１４、１０１５
により作成した。

サルトキ」とあって募集定員に満たない場合に限っており、受験を認めなかった。

１９０２年度については、１８７名分を確認できる５３）。この年から『官報』「生徒募集」記事に

志願者資格として「中学校長ヨリ優等生タル証明アル者ハ無試験入学ヲ許ス」と加わって

おり、無試験入学許可者が１７名いる。

１９０３年度については、１３２名分を確認できる５４）。無試験入学者は４名だった。

１９０４年度については、１９３名分を確認できる５５）。無試験入学者は６名だった。京都第一

中学校第４年級だった阿部昂三の受験場所を記す箇所には「無資格」とあり、中学校卒業

者もしくは専検合格者以外の受験は認められなかった。

１９０５年度については、１６１名分を確認できる５６）。無試験入学者は４名いる。

１９０６年度については、合格者４６名分を確認できる５７）。無試験入学者が２名おり５８）、４４名

に入学許可がなされた。

「入学願書」と共に提出された「学業履歴書」や受験者名簿をみても、出身の中学校・

高等学校やその後の修学場所は書かれているが、専検合格者に言及するものはみられな

かった。

２－２．志願者の出身学校所在地

志願者の出身学校の所在地を、「学業履歴書」から求めた。その結果を地方ごとにまと

め、表５として示す。

１８９８・１８９９年度時点では道内の学校出身者数が３８．９％・３９．３％を占めていたが、１９００年

度に１９．５％、１９０１年度に１０．７％となり、以降１０％程度で推移している。出身校は札幌中学

校のほか、函館中学校（１８９９・１９０１・１９０２・１９０４・１９０５年度）や私立尋常中学北鳴学校（中

途退学のため表５には入れていない）がみえるのみで、小樽中学校（１９０２年開校）や上川

中学校（１９０３年開校）の在学生や卒業者はみあたらない。北海道における中学校の整備が
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修学場所 １８９８ １８９９ １９００ １９０１ １９０２
第二高等学校大学予科 １ １ １ １
中学校の補習科 １ ３ ３ １７ ３２
東京専門学校 １ ２ ２
国民英学会 ４ ３ ５ ５ ６
正則英語学校 ３ ８ １３ １３
東京英語専修学校 １ ３ ２
数理学館 １ ４ １
数学専修義塾 １ １ １ ３

表６ 中学校卒業後の修学場所

備考 札幌農学校簿書７２９―３、７６６―４、７７３―４、７７３―６、９４２、９５０、により作成した。

遅れ、全国的に急増していた中学校卒業者に対して予修科在籍者の比率を下げていった５９）

という『北大百年史』通説の指摘がうべなわれる。

それに伴って出身学校の所在地も多彩になり、１９０２年度には４１道府県に及んでいる。一

方で、関東地方の学校出身者は１９０１年度まで４割程度を占める。東京を受験場所に選択す

る学生が圧倒的に多かった点にも明らかなように、予修科入学に必要な学力を得る環境と

して、東京は最適だった。１９０３年度から３割弱に減少するが、これは地方での中学校の整

備によるものと考えられる。

２－３．中学校卒業後の履歴

当時、中学校は３月卒業だったが、予修科や高等学校は９月入学で、時期がずれていた。

その間、上級学校への進学に備える目的などで各種学校に入学する者もいた。このことは、

『東京遊学案内』などの遊学案内書が多く刊行されていることからもうかがえる。そこで、

予修科志願者の遊学先をみるため、中学校卒業後の履歴がわかる「学業履歴書」がまとまっ

て残っている１８９８～１９０２年の期間について６０）、４名以上を確認できる学校を表６として掲

げた。ただし、各中学校の補習科については１項目として扱った。

１８９８年度の時点から、第二高等学校、国民英学会、数学専修義塾などがみえる。そして、

多くが東京に集中していた。特に国民英学会と正則英語学校６１）に入る者が多く、志願者は

主に英語の学力向上を求めたと推測できる。

国民英学会と正則英語学校には、地方出身の志願者も入学していた。たとえば、１８９８年

度志願者で国民英学会に学んだ４名のうち３名は、地方の尋常中学校卒業者（吉川重治＝

北海道、菊池操＝青森、上山喜明＝鳥取）（「氏名＝出身中学校所在地」を表す、以下同じ）

だった。１８９９年度志願者では３名中２名（佐藤陽太郎＝宮城、山原外吉＝石川）、１９００年

度では５名中３名（杉山倫治＝北海道、関五郎＝徳島、宮城源栄＝沖縄）、１９０１年度は５

名中１名（吉島新六＝岐阜）、１９０２年度は６名中１名（賀来団二＝岡山）である。正則英

語学校では、１８９９年度は３名中２名（佐藤陽太郎＝宮城、今村伊那吉＝長野）、１９００年度
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は８名中２名（大原正治＝長野、宮城源栄＝沖縄）、１９０１年度は１３名中６名（出町恵男＝

青森、武田善之助＝岩手、岩田盛一＝茨城、田中泉＝山梨、村井昇一郎＝島根、荒田軍吉

＝鹿児島）、１９０２年度は１３名中７名（後藤省吾＝岩手、千葉逸郎・茂庭賜＝宮城、塚原�
＝静岡、加藤直三郎＝愛知、三浦俊彦＝鳥取、梶原治寿＝大分、村山鼎蔵＝佐賀）となる。

中学校の増加とともに進学が困難になる中６２）、受験準備のため上京する志願者もいた。

１８９９年の「中学校令」（１８９９年２月６日制定、勅令第２８号）および１９０１年の「中学校令

施行規則」（１９０１年３月５日制定、文部省令第３号）により中学校「補習科」が法的に規

定される６３）のに伴い、各中学校の補習科に進む者も増えている。１９０２年度からは、札幌中

学校や函館中学校から同校補習科へと進んだ後に札幌農学校予修科に入学する例もみえは

じめた（安孫子孝次＝札幌中学校補習科、桑山茂＝函館中学校補習科）。両校の補習科が

当時から上級学校への進学準備を目的としていたかは個別に検討する必要がある６４）が、志

願者の中学校補習科在籍者が増加する傾向は、上京せずに出身中学校において上級学校へ

の進学をめざす土壌が培われてきていることをうかがわせる。

おわりに

ここまで、札幌農学校予修科の入学者選抜の実施状況と、入学志願者の実態についてみ

てきた。

予修科は、設置当初の１８９８・１８９９年度には、札幌農学校のみを会場として６～１０科目の

試験を実施したが、募集定員を満たすことができず、追加募集をおこなわねばならなかっ

た。

１９００年度以降は、試験科目を４科目・３科目へと減らし、試験会場を東京（文部省内）

や各府県中学校に拡大するなどして、定員確保に努めていく。中学校長の推薦による無試

験入学を認めて優秀な学生の確保をおこなっていた。１８９８年度には、定員を超過していた

にもかかわらず中学校退学者や在学者にも受験の機会を与える事例もみられていたが、

１９０１・１９０４年度に志願した中学校在学中の者は「無資格」とみなしている。

１９０３年制定の「専門学校入学者検定規程」により、翌１９０４年度から予修科でも中学校卒

業者と専検合格者を同等に扱って入学試験を課すこととなる。ただ、願書や受験者名簿で、

専門学校入学者試験検定を利用した旨を明記する箇所は確認できなかった。予修科の志願

者は、ほとんど全員が中学校卒業者で占められていた。

その中学校卒業者も、３月の卒業から７月の試験まで期間があいていたため、国民英学

会や正則英語学校などの各種学校に入学する者もみられた。それらの学校は東京に集中し

ていたが、１９０１年以降、各中学校の補習科に進んだ志願者が増加しており、地方でも修学

場所が確保できるようになっていったとみられる。

１９０３年度から試験の実施場所を各府県１ヶ所に集約し、１９０４年度から試験科目を１科目

増して４科目とした。志願者の増加に伴い、選抜の基準を徐々に高めていったと考えられ
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る。そして１９０６年度には、試験科目を５科目に増やし試験場所を札幌・東京・熊本の３ヶ

所に減じたが、志願者数は前年より増加する結果となった。

以上から、予修科は１８９８年度の設置当初は生徒の確保が難しく幅広く生徒を求めていた

が、中学校卒業者の急激な増加にあわせ、１９００年度以降に試験会場の全国への拡大などに

よって日本各地から志願者が集まるようになっていき、１９０６年度には３ヶ所のみでの実施

としても中学校卒業者を安定的に確保できるようになった、といえよう。

［注］

１）『札幌農学校一覧 自明治三十年
至明治三十一年』（１８９９年１月）。

２）『北大百年史』部局史、１９８０年３月、５ページ。

３） 石見和子「札幌農学校予科」（『北大百年史編集ニュース』第６号、１９７８年１０月）。

４）『北大百年史』通説、１９８２年７月、１２８―１３３ページ。

５）『日本帝国文部省第二十六年報 自明治三十一年
至明治三十二年』（１８９９年１２月）から『日本帝国文部省第二十六年報

自明治三十九年
至明治四十年 』（１９０８年５月）を、各年度の『文部省年報』と略す。

６）「予修科規程」（注１）前掲『一覧』、４８ページ）。

７）１８９８年５月１８日付『官報』１４ページ。

８）１８９９年５月２４日付『官報』１４ページ。

９）１９００年５月２日付『官報』１４ページ、１９０１年５月３日付『官報』１４―１５ページ。

１０）１９０２年４月２５日付『官報』１４ページ。

１１） 注１）前掲『一覧』、１０７―１０８ページ。

１２）『札幌農学校一覧 自明治三十二年
至明治三十三年』１９００年１月、８９―９０ページ。

１３）１９０３年４月２４日付『官報』１７ページ。

１４）『札幌農学校一覧 自明治三十六年
至明治三十七年』１９０４年３月、４６ページ。

１５）１９０３年４月２３日付『官報』１３ページ。

１６）１９０４年５月９日付『官報』２３ページ。

１７）「越歴」はエレキのことで、電気学を指す。

１８） 注７）前掲『官報』。

１９） 注９）前掲『官報』。

２０） 注１６）前掲『官報』。

２１）１９０５年５月３日付『官報』３６ページ。

２２）１９０６年４月１８日付『官報』３４ページ。

２３） 札幌農学校簿書９７８「生徒募集ニ関スル書類 明治三十五年ヨリ 教務部」所収「各中学校長ヘ問

題送付ノ件」（１９０２年７月１日）。

２４） 注２３）前掲札幌農学校簿書９７８所収「試験問題送付ノ件」（１９０３年６月１８日）。

２５） 注２３）前掲札幌農学校簿書９７８所収「入学試験問題送付ノ件」（１９０４年６月２９日）。

２６） 札幌農学校簿書８２９「生徒募集及入学ニ関スル書類 明治三十八年 教務部」所収「試験問題送付

ノ件」（１９０５年６月２６日）。

２７） 札幌農学校簿書９２１「入学試験ニ関スル書類 明治三十九年七月 教務部」所収「受験者心得ノ件」

（１９０６年６月２０日）。

２８） 注７）前掲『官報』、注８）前掲『官報』。

２９） 注９）前掲『官報』。
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３０） 注９）前掲『官報』。

３１） 札幌農学校簿書７６６―３「入学試験ニ関スル書類 明治三十四年（一袋）」所収。

３２） 札幌農学校簿書１０１３「入学志願者名簿 明治三十四年 教務部」。

３３） 注３２）前掲札幌農学校簿書１０１３に「東京志願者総数」とあるうち、「予修科九十一名内 一号八十

四名、三号七名」と「外ニ予修科二名 山田助教授ヨリ電報アリ」という人数を合計した。「一号」は

『官報』「生徒募集」記事掲載の志願者資格第１項の「中学校ヲ卒業シタル者」、「三号」は第３項の「之

（中学校卒業者…稿者注）ト同等ノ学力ヲ有」する者を指す。「山田助教授」は、山田玄太郎（札幌農

学校第１６期生。植物学、植物病理学、動物学担当。教務部教員）。

３４） 注１０）前掲『官報』。

３５） 札幌農学校簿書７７３―５「入学試験ニ関スル書類（一袋）明治三十五年」所収。

３６） 注１５）前掲『官報』。

３７） 札幌農学校簿書１０１４「入学志願者名簿 明治三十六年四月 教務部」。

３８） 札幌農学校簿書１０１５「入学志願者名簿 明治三十七年五月 教務部」。

３９） 注２１）前掲『官報』。

４０） 札幌農学校簿書８３２「入学志願者名簿 明治三十八年 教務部」。

４１） 注２２）前掲『官報』。

４２） 注２７）前掲札幌農学校簿書９２１所収「受験者心得ノ件」（６月２０日）。

４３） 注２７）前掲札幌農学校簿書９２１所収「入学試験施行ニ関スル件」（２月１３日）、および２月２４日付回

答。

４４） 注２７）前掲札幌農学校簿書９２１所収「札幌農学校入学応募者受験地表」１９０６年７月調による。

４５）１９０２年度『文部省年報』（１９０４年３月、７６ページ）と１９０６年度『文部省年報』上巻（１９０８年５月、

１３４ページ）による。

４６） 札幌農学校簿書９４２「予修科入学願 明治三十一年六月 教務部」。

４７） 第２年級入学者の中村豊二郎は三宅より後に綴じられているが、願書提出が９月２８日と遅いことと

関わると思われる。

４８） 札幌農学校簿書９５０「予修科入学願書 明治三十二年 札幌農学校」。

４９） 札幌農学校簿書７２９―３「予修科入学願書 明治三十三年七月 教務部」。

５０） 川嶋一郎著・川嶋昭二編『吾が半世の思い出』（私家版、１９９２年３月、５２ページ）。川嶋は入学許可

は全部で５０名に出されたが、入学したのは４０数名だったと思うと述べる。なお、この年の入学試験や

入学者の出身校について、山本美穂子「札幌農学校第２３期生川嶋一郎の学生生活――学業・遠友夜学

校・ロシア文学」（『北海道大学大学文書館年報』第５号、２０１０年３月、２―３ページ）がまとめている。

ただし、札幌農学校簿書７１６「日誌 明治三十三年四月 札幌農学校巡視」７月１７日条には宮部金吾

教務部長の言葉として「予修科入学生四十名ノ処三十九名ナルハ高等学校ヨリ壱名転学セシモノ壱名

アルニ付」という記述がある。注４９）前掲札幌農学校簿書７２９―３の志願者名簿の中に第１年級在籍者４０

名がすべて含まれていることから、高等学校からの転入生徒は中村順哉（第二高等学校大学予科に在

籍）であり、無試験入学など特別な措置がとられたと推測される。

５１）１４７名分の願書が札幌農学校簿書７６６―４「〔予修科入学願書〕（一袋）」にある。また、「明治三十四年

予修科入学試験成績」（注３１）前掲札幌農学校簿書７６６―３所収）により１名、注３２）前掲農学校簿書

１０１３により１名の出身学校や卒業年の情報を追加できる。

５２） 注３２）前掲札幌農学校簿書１０１３。

５３） 合格者４７名分の願書が札幌農学校簿書７７３―４「予修科入学志願書 許可ノ分 明治三十五年九月 教

務部」に、不合格者１３８名分の願書が札幌農学校簿書７７３―６「〔予修科入学願書〕（一袋）」に収められて

いる。また、注３５）前掲札幌農学校簿書７７３―５所収「予修科入学試験成績」により、２名の出身学校と
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卒業年、受験場所がわかる。

５４）４３名分の願書が札幌農学校簿書７９６―６「予習科入学志願書 明治三十六年七月 教務部」にある。

また、注３７）前掲札幌農学校簿書１０１４により、８９名の出身学校と卒業年、受験場所がわかる。札幌農

学校簿書１０１４の見出しシールには「土木工学科」とあるが、予修科の名簿と思われる。

５５）１９１名分の受験者名簿が注３８）前掲札幌農学校簿書１０１５にあり、外国人留学生２名分の願書が札幌

農学校簿書８２３「外国留学生入学志願書 明治三十七年 教務部」にある。

５６）１５９名分の受験者名簿が注４０）前掲札幌農学校簿書８３２にあり、外国人留学生２名分の願書が注５５）

前掲札幌農学校簿書８２３にある。

５７）４４名分の願書が札幌農学校簿書８１５―２「予修科入学願書 明治三十九年七月 教務部」にあり、外

国人留学生２名分の願書が注５５）前掲札幌農学校簿書８２３にある。

５８） 注２７）前掲札幌農学校簿書９２１所収「無試験入学許可ノ件」（１９０６年６月１８日）。

５９） 注４）前掲『北大百年史』通説、１３０―１３１ページ。

６０） 注４６）、注４８）、注４９）、注５１）、注５３）前掲の札幌農学校簿書の「予修科入学願書」所収。

６１） 国民英学会は１８８８年２月にイーストレーキと磯辺弥一郎によって設立され、正則英語学校は１８９６年

１０月に斉藤秀三郎によって設立された（臼田卯一郎『最近学校評論』秋霜館、１９０６年２月、２０４―２２３ペー

ジ）。ともに東京の神田区錦町にあり、『東京遊学案内 明治三十五年』（内外出版協会、１９０２年３月、

１５８ページ）の国民英学会の項には「正則英語学校と相並び、我邦専門英語学校の優なるものなり」と

いう評がある。

６２） 注４）前掲『北大百年史』通説、１３１ページ。

６３）１８９９年の「中学校令」では、中学校が「一箇年以内ノ補習科ヲ置クコトヲ得」ると定められた。た

だし、１９０１年の「施行規則」でも、学科目は随意とされ、入学者を本校出身者に限るかどうかも統一

されておらず、各中学校で独自色を有するものだった（春日裕「中等教育の拡張と変容――戦前の「補

習科」の歴史と機能」（『東京大学大学院教育学研究科教育行政学研究室紀要』第１９号、２０００年３月）。

６４） 吉野剛弘「受験準備教育機関としての旧制中学校の補習科――東京府立中学校を事例として」（慶

應義塾大学大学院『社会学研究科紀要』第６６号、２００８年）は、先行研究を紹介した上で、「中学校補習

科が受験準備教育を担うものとして設置されていたという事実は掌握できるものの、実態についての

分析が不十分である」と述べている。

［謝辞］ 執筆にあたり、北海道大学名誉教授逸見勝亮先生よりご指導を賜りました。厚く御礼を申し上

げます。

（ひろせ きみひこ／北海道大学大学文書館員）

札幌農学校予修科に関する一考察（廣瀬）
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番号 氏名 生年 願書
提出日

出身校 中学校卒業後の履歴 在籍

学校名 道府県 卒業年

１ 根岸泰介 １８７９ ６．８． 札幌尋常中学校 北海道 １８９８ ― ◎

２ 河村精八 １８７７ ６．２３． 日本中学校 東京 １８９７ 第四高等学校大学予科
第二部（１８９７―１８９８．６）

◎

３ 小椋科三 １８８０ ８．１６． 長野県尋常中学校 長野 １８９８ ― ◎

４ 小藤孝徳 １８７４ ８．１６． 尋常中学共立学校 東京 １８９４ 数学専門学校（１８８８．７―
１９００．７）、第四高等中学
校予科（１８９４．９―１８９５．７）、
第四高等学校大学予科三
部（１８９５．７―）

◎

５ 三宅勉 １８８０ ５．１７． 東京府尋常中学校 東京 １８９８ ― ○

６ 西川万里 １８７７ ５．２３． 尋常中学北鳴学校 北海道 退学 東京専門学校英語専修科
（１８９５．５―１２）、第一高等
学校医学部（１８９６．７―
１８９７．７）、第二高等学校
大学予科第二部（１８９７．９
―１８９８．２）、札幌ドーデー
の元で英語を学習
（１８９８．３―）

○

７ 柳川鑑蔵 １８７８ ５．３． 明治義会尋常中学校 東京 １８９８ 明治義会尋常中学校補習
科（１８９８．４―）

○

８ 小山田量 １８７４ ５．３１． 城北尋常中学校 東京 １８９７ ―

９ 花田弘毅 １８７７ ６．５． 青森県第一尋常中学
校

青森 １８９７ ― ○

１０ 竹内節 １８７９ ６．６． 福井尋常中学校 福井 １８９７ 東京独逸学協会学校別科
乙種

１１ 杉山倫治 １８８０ ６．２１． 札幌尋常中学校 北海道 １８９８ ― ○

１２ 平岩拡 １８７８ ６．２０． 札幌尋常中学校 北海道 １８９８ ― ○

１３ 高村倹治 １８７８ ６．９． 錦城学校尋常中学校 東京 １８９７ 東京英学院 ○

１４ 萩野谷滋 １８７７ ６．２１． 茨城県尋常中学校 茨城 １８９８ ― ○

１５ 山田勝伴 １８７８ ６．２５． 札幌尋常中学校 北海道 １８９８ ― ○

１６ 菊池操 １８７４ ８．２４． 青森県尋常中学校 青森 １８９４ 第二高等学校旧予科
（１８９４．９―不明）、国民英
学会（１８９６．９―不明）、仙
台数学院専修科（１８９７．９
―不明）

○

１７ 斉藤貞 １８８０ ８．２６． 札幌尋常中学校 北海道 １８９８ ― ○

１８ 三沢新三 １８７５ ８．３１． 札幌尋常中学校 北海道 １８９８ ― ○

１９ 森谷鉄造 １８８０ ８．２７． 札幌尋常中学校 北海道 １８９８ ― ○

２０ 古野嵩茂 １８７８ ８．１６． 札幌尋常中学校 北海道 １８９７ ― ○

２１ 稲川真佐男 １８７８ ８．５． 正則尋常中学校 東京 １８９８ ― ○

２２ 飯塚太郎 １８７９ ８．１９． 札幌尋常中学校 北海道 １８９８ ― ○

２３ 市川柳三郎 １８７４ ８．１６． 日本中学校 東京 １８９４ 第二高等中学校（１８９４．９
―１８９５．３）、東京専修学校
理財科（１８９５．３―１８９６．７）、
横浜税関監吏

○

付表１ １８９８年度予修科入学志願者
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番号 氏名 生年 願書
提出日

出身校 中学校卒業後の履歴 在籍

学校名 道府県 卒業年

２４ 上山喜明 １８８１ ８．１９． 鳥取県尋常中学校 鳥取 １８９８ 東京数学院数学専門部
（１８９８．５―）、国民英学会
（１８９８．６―）、東京至誠学
院（１８９８．６―）

○

２５ 吉川重治 １８７８ ８．１９． 札幌尋常中学校 北海道 １８９７ 国民英学会（１８９８．１―７） ○

２６ 金子昌太郎 １８７６ ９．１７． 群馬県尋常中学校 群馬 １８９７ 東京農科大学乙科（１８９７
―）

○

２７ 大野立 １８７９ ６．２３． 日本中学校 東京 １８９８ ―

２８ 中村豊二郎 ― ９．２８． 尋常中学郁文館 東京 １８９５ 第五高等学校三部（１８９５．
９―１８９６．１２、１８９７．７―１８９８．
１）、独乙協会専修科
（１８９６．１２―１８９７．７）、慶應
義塾大学部（１８９８．５―９）

◎

２９ 川口順次郎 １８７７ ６．１７． 明治義会尋常中学校 東京 ５年級
退学

大成学館高等学校受験科
（１８９７．９―不明）

○

３０ 石田研 １８８１ ６．２８． 札幌尋常中学校 北海道 ５年級
在学 ― ○

３１ 印南新助 １８７７ ６．１６． 大成学館高等学校受
験科

東京 １８９７ 国民英学会（１８９７．５―）、
数学専修義塾（１８９７．５―
１１）、数学院理科撰科
（１８９８．４―）

３２ 松山通 １８７９ ６．８． 福島県尋常中学校 福島 ４年級
修了 ―

３３ 越前谷民治 １８７８ ６．２５． 札幌尋常中学校 北海道 ５年級
在学 ―

３４ 小川義雄 １８７９ ６．２５． 札幌尋常中学校 北海道 ５年級
在学 ― ○

３５ 河井茂樹 １８８０ ６．２８． 札幌尋常中学校 北海道 ５年級
在学 ―

３６ 五味基吉 １８８０ ６．１３． 錦城学校尋常中学校 東京 ５年級
在学 ―

番号 氏名 生年 願書
提出日

出身校 中学校卒業後の履歴 在籍

学校名 道府県 卒業年

１ 有賀光蔭 １８８０ ６．１５．
６．２４．

日本中学校 東京 １８９９ ― ◎

２ 木藤栄吉 １８７７ ７．６． 成城学校尋常科 東京 １８９７ 第二高等学校大学予科
（１８９７．９―１８９９．６）

◎

３ 黄金井解三 １８７５ ８．２５． 第一高等学校第二部
工科

東京 ２年級
在学 ― ◎

備考１）「番号」は、原則として出典とした資料の順序に従って排列したものに、便宜上付した。以下、付表２～９に
ついても同じ。
２）「氏名」「生年」「願書提出日」「学校名」「卒業年」「中学校卒業後の履歴」は、札幌農学校簿書９４２「予修科入
学願 明治三十一年六月 教務部」による。
３）「在籍」は、入学者の目安として、『札幌農学校一覧 自明治三十年至明治三十一年』（１８９９年１月）の「学生々
徒姓名」への記載の有無を示し、「○」は第１年級、「◎」は第２年級在籍を表す。
４）各欄のうち、空白は項目に該当する資料がないことを示し、「―」は資料に記載がないことを表す。以下、付
表２～９についても同じ。

付表２ １８９９年度予修科入学志願者
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番号 氏名 生年 願書
提出日

出身校 中学校卒業後の履歴 在籍

学校名 道府県 卒業年

４ 小池一 １８７８ ８．２５． 三重県第一中学校 三重 １８９８ 第四高等学校大学予科二
部（１８９８．９―１８９９．３）

◎

５ 佐藤陽太郎 １８７６ ８．１６．
９．８．

宮城県尋常中学校 宮城 １８９８ 正則英語学校（１８９８．５―
１８９９．６）、国民英学会
（１８９８．５―１８９９．６）、東京数
学院（１８９８．５―１８９９．６）、
数学専修義塾（１８９８．５―
１８９９．６）

○

６ 中村精一 １８７７ ８．２４．
９．９．

和歌山県尋常中学校 和歌山 １８９７ ― ○

７ 木堂楳作 １８７６ ８．１９． 尋常中学済々黌 熊本 １８９８ 第五高等学校二部
（１８９８．７―１８９９．８）

○

８ 今井熊治郎 １８７９ ８．２０． 小浜尋常中学校 福井 １８９９ ―

９ 種田徳三郎 １８７９ ８．２２． 神田中学校 東京 １８９８ ― ○

１０ 小島清 １８８０ ６．１４． 青山学院尋常中学部 東京 １８９９ ― ○

１１ 伊東栄 １８７８ ６．１３． 青山学院尋常中学部 東京 １８９９ ―

１２ 橋本銀次郎 １８７９ ７．２６． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

１３ 三宅康次 １８８２ ６．７． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

１４ 勝浦達 １８７８ ６．２０． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

１５ 越前谷民治 １８７８ ６．７． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

１６ 河野孝太 １８８２ ５．２５． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

１７ 永根晋 １８８０ ６．７． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

１８ 柳田玄俊 １８７９ ６．８． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

１９ 河井茂樹 １８８０ ６．５． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

２０ 大関雄只 １８７９ ６．２０． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

２１ 湯地定武 １８８１ ６．１９． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

２２ 梁田参 １８８０ ６．１４． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

２３ 石井富之助 １８８１ ６． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

２４ 桜井忠尾 １８８０ ６．１９． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

２５ 君島栄之助 １８７４ ６．５． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

２６ 菅野省三 １８８２ ５．３０． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

２７ 笠原忠三郎 １８７７ ６．７． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ 自宅にて独学（１８９９．４―） ○

２８ 伊庭野健 １８７９ ６．２０． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

２９ 村山正二 １８７９ ５．１２． 新潟県尋常中学校 新潟 １８９９ 新潟県中学校補修科
（１８９９．４―）

○

３０ 大竹温孝 １８８１ ５．１２． 新潟県尋常中学校 新潟 １８９９ 新潟県中学校補修科
（１８９９．４―）

○

３１ 東郷実 １８８１ ７．２６． 東京府中学校 東京 １８９９ ― ○

３２ 竹尾茂彦 １８８２ ６．１５． 神田中学校 東京 １８９９ ― ○

３３ 米山豊 １８７９ ５．２８． 麻布中学校 東京 １８９９ 麻布中学校研窮科（１８９９
―）

○

３４ 影山滋樹 １８７８ ― 麻布中学校 東京 １８９８ 麻布中学校５年級
（１８９８．４―１８９９．４）

○

３５ 江刺家昂 １８７８ ６．１９． 海軍予備校 東京 １８９８ ― ○

北海道大学大学文書館年報 第１４号（２０１９年３月）
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番号 氏名 生年 願書
提出日

出身校 中学校卒業後の履歴 在籍

学校名 道府県 卒業年

３６ 宮坂蔵三郎 １８７９ ― 中学郁文館 東京 １８９８ 正則英語学校（１８９８．４―） ○

３７ 足助素一 １８７８ ６．１６． 同志社尋常中学校 京都 １８９９ ― ○

３８ 今村伊那吉 １８８１ ６．３０． 長野県尋常中学校 長野 １８９８ 正則英語学校（１８９８．４―） ○

３９ 北沢小八郎 １８８０ ６．１． 長野県尋常中学校 長野 １８９９ ― ○

４０ 渡辺中 １８８０ ６．１０． 岡山尋常中学校 岡山 １８９９ ― ○

４１ 三橋信治 １８７９ ６．９． 正則尋常中学校 東京 １８９８ ― ○

４２ 小川良五郎 １８７９ ６．１７． 函館尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

４３ 池田競 １８７９ ６．１７． 函館尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

４４ 原富雄 １８８１ ６．８． 函館尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

４５ 玉山堅一 １８８０ ５．２４． 函館尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

４６ 鈴木寧 １８８１ ９．１４． 札幌尋常中学校 北海道 １８９９ ― ○

４７ 河内完治 １８８０ ６．２． 愛媛県尋常中学校 愛媛 １８９９ ― ○

４８ 成田昌治 １８７９ ６．１４． 青森県第二尋常中学
校

青森 １８９９ ― ○

４９ 住友璋一 １８７９ ６． 京都府尋常中学校 京都 １８９８ 同志社高等科（１８９８．９―
１８９９．２）

○

５０ 美濃部貞雄 １８７８ ６．１５． 早稲田尋常中学校 東京 １８９９ ― ○

５１ 石沢雄右衛門 １８８０ ６．５． 山形県尋常中学校 山形 １８９９ ― ○

５２ 竹内与人 １８７９ ６．１７． 大成学館尋常中学 東京 １８９９ 和仏法律学校（１８９９．１―６） ○

５３ 本多政外 １８７７ ６． 東京中学校 東京 １８９７ 国民英学会（１８９７―）、維
新館（１８９７―）

○

５４ 堀三孝 １８７６ ６．１０． 荘内尋常中学校 山形 １８９８ ―

５５ 盛賢蔵 １８８０ ６．１３． 石川県第一尋常中学
校

石川 １８９９ ―

５６ 山原外吉 １８７８ ６．１４． 石川県尋常中学校 石川 １８９８ 国民英学会（１８９８．９―）

番号 氏名 生年 願書
提出日

出身校 中学校卒業後の履歴 在籍

学校名 道府県 卒業年

１ 中村順哉 １８７９ ６．１８． 米沢中学校 山形 １８９９ 第二高等学校大学予科二
部農科（１８９９．９―）

○

２ 藤井為次郎 １８８１ ５．２４． 正則中学校 東京 １８９９ 正則中学校補習科
（１８９９．４―）

○

３ 鳥居懐五郎 １８７８ ５．１４． 順天中学校 東京 １９００ ― ○

４ 橋本健三郎 １８８１ ５．１８． 大阪府第五尋常中学
校

大阪 １８９９ ― ○

５ 小池俊三 １８８１ ５．１７． 和歌山県第一中学校 和歌山 １９００ ― ○

６ 関司 １８７９ ６．２０． 松本中学校 長野 １９００ ― ○

備考１）「氏名」「生年」「願書提出日」「学校名」「卒業年」「中学校卒業後の履歴」は、札幌農学校簿書９５０「予修科入
学願書 明治三十二年 札幌農学校」による。
２）「在籍」は、入学者の目安として、『札幌農学校一覧 自明治三十二年至明治三十三年』（１９００年１月）の「学
生々徒姓名」への記載の有無を示し、「○」は第１年級、「◎」は第２年級在籍を表す。

付表３ １９００年度予修科入学志願者

札幌農学校予修科に関する一考察（廣瀬）
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番号 氏名 生年 願書
提出日

出身校 中学校卒業後の履歴 在籍

学校名 道府県 卒業年

７ 戸田務 １８８１ ６．１９． 静岡中学校 静岡 １９００ ―

８ 狩野時二 １８７９ ６．１４． 埼玉和英学校 埼玉 １８９７ 東京数学院夏期講習会
（１８９７．７―８）、自宅にて
教育学・博物学を学習

○

９ �坂信� １８８２ ５．１７． 新潟県中学校 新潟 １９００ ― ○

１０ 村上又二郎 １８８０ ５．３０． 大成中学校 東京 １９００ 川路亮の元で英語を学習 ○

１１ 三木鼎 １８８０ ５．１４． 丸亀中学校 香川 １９００ ― ○

１２ 大光寺毅夫 １８８１ ６．８． 盛岡中学校 岩手 １９００ ― ○

１３ 川島一郎 １８８０ ６．１１． 中学郁文館 東京 １９００ ― ○

１４ 中村 １８８２ ６．１８． 札幌中学校 北海道 １９００ ― ○

１５ 三宅於莵松 １８８２ ５．２０． 新発田中学校 新潟 １９００ 新発田中学校乙補修科
（１９００．４―）

○

１６ 末光績 １８８１ ５．８． 同志社中学校 京都 １９００ ― ○

１７ 渡辺環 １８７６ ６． 郁文館 東京 １８９９ ― ○

１８ 素木得一 １８８２ ６．１１． 札幌中学校 北海道 １９００ ― ○

１９ 渡辺董 １８７８ ６．８． 日本中学校 東京 １８９８ 正則英語学校（１８９８―） ○

２０ 宮城源栄 １８７７ ６．１８． 沖縄県尋常中学校 沖縄 １８９９ 国民英学会（１８９９．５―
１９００．３）、正則英語学校
（１９００．４―５）

○

２１ 粟飯原実 １８８１ ６．１８． 札幌中学校 北海道 １９００ ― ○

２２ 色部米作 １８８２ ５．２４． 松本中学校 長野 １９００ ― ○

２３ 竹田茂 １８８０ ５．２４． 中学郁文館 東京 １９００ ― ○

２４ 鈴木力治 １８７９ ５． 荘内中学校 山形 １９００ ― ○

２５ 塚田知治 １８８２ ５．３０． 札幌中学校 北海道 １９００ ― ○

２６ 溝口喜久馬 １８８１ ６．１８． 正則中学校 東京 １９００ ― ○

２７ 恩地剛 １８７７ ６．４． 成城学校中等科 東京 １９００ 成城学校高等科（１９００―） ○

２８ 工藤敏雄 １８７９ ６． 東奥義塾尋常中学部 青森 １８９７ ― ○

２９ 星野熊雄 １８８１ ６．１２． 札幌中学校 北海道 １９００ ―

３０ 安部忠一 １８８２ ６．１４． 中学修猷館 福岡 １９００ ― ○

３１ 小川善八 １８８０ ６．８． 高松中学校 香川 １９００ ― ○

３２ 高橋孝治 １８８２ ６．４． 札幌中学校 北海道 １９００ ― ○

３３ 佐瀬誼雄 １８７７ ５．３０． 札幌中学校 北海道 １９００ ― ○

３４ 小泉藤之介 １８７９ ５．２７． 神田中学校 東京 １８９９ ― ○

３５ 松永信敬 １８８１ ５．８． 埼玉県第一中学校 埼玉 １９００ ― ○

３６ 安東多加喜 １８７８ ６．９． 大分尋常中学校 大分 １８９８ ― ○

３７ 坂本太次郎 １８８０ ６．１． 青森県第二中学校 青森 １９００ ― ○

３８ 松村正一 １８７９ ５．１６． 順天中学校 東京 １９００ 正則英語学校（１９００．４―） ○

３９ 角完 １８８３ ６．５． 札幌中学校 北海道 １９００ ― ○

４０ 伊崎清 １８８３ ６．２． 札幌中学校 北海道 １９００ ― ○

４１ 佐宗恵輔 １８７９ ５．１９． 麻布中学校 東京 １８９９ 自習（１８９９―１９００） ○

４２ 小菅貢 １８７８ ６．１２． 栃木県尋常中学校 栃木 １８９９ 東洋語学校（１８９９．５―７）

４３ 渋江辰比古 １８８０ ６．１２． 札幌中学校 北海道 １９００ ―

北海道大学大学文書館年報 第１４号（２０１９年３月）
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番号 氏名 生年 願書
提出日

出身校 中学校卒業後の履歴 在籍

学校名 道府県 卒業年

４４ 五味基吉 １８８０ ５．１９． 錦城中学校 東京 １８９９ ―

４５ 七尾祐助 １８７９ ５．２８． 札幌中学校 北海道 １９００ ―

４６ 新田英作 １８７９ ５．２５． 札幌中学校 北海道 １９００ ―

４７ 田村顕一 １８７９ ６．１７． 岐阜中学校 岐阜 １８９８ 青山学院中学科（１８９９．１０
―１９００．３）

４８ 向井昇 １８８１ ― 札幌中学校 北海道 １９００ ―

４９ 杉山倫治 １８８０ ６．１９． 札幌尋常中学校 北海道 １８９８ 国民英学会（１８９８．４―７）、
札幌農学校（１８９８．７―
１２）、国民英学会（１８９９．１
―）

５０ 吉川潔 １８８１ ６．１８． 札幌中学校 北海道 １９００ ―

５１ 関五郎 １８７７ ６．５． 徳島尋常中学校 徳島 １８９９ 国民英学会（１８９９．４―
１９００．２）、数理学館
（１８９９．４―１９００．２）

５２ 後藤六郎 １８７９ ５．２３． 大分中学校 大分 １８９９ 大分中学校補修科
（１８９９．３―１９００．５）

５３ 鈴木逸太 １８８２ ５． 京華中学校 東京 １９００ ―

５４ 田中友右衛門 １８７９ ５．２８． 順天中学校 東京 １９００ ―

５５ 小原重雄 １８７６ ６．１９． 学習院中等学科 東京 １９００ ― ○

５６ 川田二郎 １８７８ ６．２０． 明治義会尋常中学校 東京 １８９８ 正則英語学校（１８９９．７―
１９００．３）

５７ 林田寅次郎 １８７８ ６．１９． 開成尋常中学校 東京 １８９８ 正則英語学校（１８９８．４―）

５８ 鶴岡文四郎 １８８１ ６．１８． 神田中学校 東京 １９００ ―

５９ 木佐貫重彦 １８７９ ６．１８． 順天中学校 東京 １９００ ―

６０ 久我文五郎 １８８０ ６．１１． 神田中学校 東京 １８９９ ―

６１ 飯沼善一郎 １８７９ ５．２８． 神田中学校 東京 １９００ 物理学校（１９００．３―）、正
則英語学校

６２ 吉岡太八郎 １８８１ ５．２９． 島根県第一中学校 島根 １９００ ―

６３ 中畑繁樹 １８８０ ６．１９． 青森県第一中学校 青森 １９００ ―

６４ 森山信通 １８８０ ５．１９． 中津中学校 大分 １９００ ―

６５ 渋谷貴重 １８８２ ５．８． 神田中学校 東京 １９００ ―

６６ 山村悦造 １８８０ ５．２１． 鳥取県第一中学校 鳥取 １９００ ―

６７ 渡辺諄三 １８８２ ５．２９． 島根県第一中学校 島根 １９００ ―

６８ 八木享 １８７９ ６．１１． 浜松中学校 静岡 １９００ ―

６９ 大原正治 １８７８ ６．１３． 長野県尋常中学校 長野 １８９９ 斉藤秀三郎の元で英語を
学習［正則英語学校ヵ］
（１８９９．９―１９００．６）

７０ 深見久七 １８７６ ６．１８． 錦城学校尋常中学校 東京 １８９８ 正則英語学校（１８９８．７―
１８９９．４）、金川高等小学
校（１８９９．５―１９００．４、教
員）

７１ 保坂栄治郎 １８８０ ６．１９． 神田中学校 東京 １９００ 国民英学会（１９００．５―）、
数学専修義塾（１９００．５―）

７２ 北島 １８８１ ６．１７． 和歌山県第一中学校 和歌山 １９００ ―

札幌農学校予修科に関する一考察（廣瀬）

―５１―



番号 氏名 生年 願書
提出日

出身校 中学校卒業後の履歴 在籍

学校名 道府県 卒業年

７３ 若田部祐三 １８７９ ６．１９． 明治義会中学校 東京 １８９８ 国民英学会（１８９８．４―）、明
治義会（１８９８．８、助手）、日
本中学校（１８９８．１０―１８９９．
３）、東京英語専修学校
（１８９９．４―７）、東京専門学
校史学英文科（１８９９．９―）

７４ 吉成竹治 １８７８ ６．２０． 明治義会尋常中学校 東京 １８９９ ―

７５ 永瀬式良 １８８２ ６．１８． 佐賀県第一中学校 佐賀 １９００ ―

７６ 杉崎慶治 １８８１ ６．１８． 順天中学校 東京 １９００ ―

７７ 芝本政之丞 １８８０ ６．２０． 成城学校 東京 １８９９ ―

番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履歴 受験
場所

在籍

学校名 道府県 卒業年

１ 三宅於莵松 １８８２ 北蒲原中学校 新潟 １９００ 北蒲原中学校補習科
（１９００．４―６）

無試験 ○

２ 林靖三 １８８２ 東京府第一中学校 東京 １９０１ ― 東京 ○

３ 田中慎 １８７８ 東京府尋常中学校 東京 １９００ 麻布中学校補習科
（１９００．９―１９０１．６）

東京 ○

４ 松井秀吉 １８８０ 八尾中学校 大阪 １９０１ ― 八尾 ○

５ 宮沢維石 １８８０ 麻布中学校 東京 １９００ ― 東京 ○

６ 吉川藤左衛門 １８８０ 麻布中学校 東京 １９０１ ― 東京 ○

７ 益田律治 １８８０ 中学済々黌 熊本 １９００ ― 済々 ○

８ �垣喜三 １８８２ 郡山中学校 奈良 １９０１ ― 郡山 ○

９ 村山吉三郎 １８８３ 札幌中学校 北海道 １９０１ ― 札幌 ○

１０ 木田一三 １８７９ 麻布中学校 東京 １９０１ ― 東京 ○

１１ 湊賢治 １８８３ 青森県第二中学校 青森 １９０１ ― 青森二 ○

１２ 山中巍 １８８０ 錦城中学校 東京 １９００ 国民英学会（１９００．３―） 東京

１３ 横山直也 １８８３ 京華中学校 東京 １９００ 正則英語学校（１９００．４―） 東京 ○

１４ 吉木一朗 １８８２ 斐太中学校 岐阜 １９００ ― 東京

１５ 山村悦造 １８８０ 鳥取県第一中学校 鳥取 １９００ ― 東京 ○

１６ 桑田義備 １８８２ 大阪府第四中学校 大阪 １９０１ ― 茨木

１７ 河村辰雄 １８８２ 攻玉社中学校 東京 １８９９ 攻玉社温習科（１８９９．４―
１９００．４）、正則英語学校
（１９００．１０―）、数理学舎
（１９００．１０―）

東京

１８ 原田健吉 １８７８ 中学済々黌 熊本 １９０１ ― 済々 ○

１９ 米沢治太郎 １８８０ 青森県第一尋常中学
校

青森 １８９８ 同志社（１８９９．９―１９００） 東京

２０ 高松正信 １８８４ 麻布中学校 東京 １９０１ ― 東京 ○

２１ 二宮徳 １８８２ 札幌中学校 北海道 １９０１ ― 札幌 ○

備考１）「氏名」「生年」「願書提出日」「学校名」「卒業年」「中学校卒業後の履歴」は、札幌農学校簿書７２９―３「予修科
入学願書 明治三十三年七月 教務部」による。
２）「在籍」は、入学者の目安として、『札幌農学校一覧 自明治三十三年至明治三十四年』（１９００年１２月）の「学
生々徒姓名」への記載の有無を示し、「○」は第１年級在籍を表す。

付表４ １９０１年度予修科入学志願者
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２２ 吉田貞造 １８８０ 早稲田中学校 東京 １９０１ ― 東京 ○

２３ 田中泉 １８８０ 山梨県尋常中学校 山梨 １８９９ 正則英語学校（１９００．４―
１９０１．４）

東京 ○

２４ 吉沢潤平 １８７９ 静岡中学校 静岡 １９００ ― 東京 ○

２５ 河渡善太郎 １８８１ 斐太尋常中学校 岐阜 １８９９ ― 東京 ○

２６ 外崎裕 １８８０ 開成中学校 東京 １８９９ 弘前中学校（１８９９．５―
１９００．４、教員）、正則英
語学校高等科（１９００．４―
１９０１．６）

東京 ○

２７ 橋都正農夫 １８８０ 長野県尋常中学校 長野 １８９９ ― 札幌 ○

２８ 岡本半次郎 １８８２ 広島県第二中学校 広島 １９０１ 広島県第二中学校補習科
（１９０１．５―６）

福山 ○

２９ 真島政吉 １８８０ 中学郁文館 東京 １９０１ ― 東京 ○

３０ 瀬川安之助 １８８１ 盛岡中学校 岩手 １９００ 秋田県第一中学校補習科
（１９０１．４―）

札幌 ○

３１ 服部辰雄 １８８０ 茨城県中学校 茨城 １９００ ― 東京

３２ 秋元貞次郎 １８８３ 新発田中学校 新潟 １９０１ 新発田数学北枢校
（１８９９．３―）、新発田中学
校補習科（１９０１．４―）

新発田 ○

３３ 芋川万里次 １８８１ 東京府中学校 東京 １９００ ― 東京 ○

３４ 池田次郎 １８７８ 城北中学校 東京 １８９９ 早稲田専門学校（１８９９．４
―１９００．９）、早稲田中学補
習科（１９００．１０―１９０１．４）、
早稲田専門学校大学予科
（１９０１．４―）、自宅にて英
漢数等修業（１８９９．３―）

東京 ○

３５ 菊池貞作 １８８０ 函館中学校 北海道 １９００ ― 札幌 ○

３６ 吉田守一 １８８２ 札幌中学校 北海道 １９０１ ― 札幌 ○

３７ 相原金治 １８７９ 宮城県第一中学校 宮城 １９００ 宮城県第一中学校補習科
（１９００．５―６）

宮城第
一

○

３８ 松浦廉 １８８０ 学習院中等学科 東京 １９００ ― 東京 ○

３９ 大野浜造 １８８３ 佐倉中学校 千葉 １９０１ ― 佐倉 ○

４０ 行田又三郎 １８８２ 京華中学校 東京 １９０１ ― 東京 ○

４１ 千葉道哉 １８８０ 城北中学校 東京 １９０１ ― 東京 ○

４２ 高橋栄治 １８８３ 札幌中学校 北海道 １９０１ ― 札幌 ○

４３ 橋本義夫 １８８１ 東京中学校 東京 １９０１ 東京中学校補習科（１９０１．
４―）

東京 ○

４４ 田中才蔵 １８８２ 中学済々黌 熊本 １９０１ ― 札幌 ○

４５ 三浦慶太郎 １８８２ 荘内中学校 山形 １９０１ ― 荘内 ○

４６ 熱海彦 １８８０ 宮城県第一中学校 宮城 １９０１ 宮城県第一中学校補習科
（１９０１．４―）

宮城第
一

○

４７ 三吉朋十 １８８２ 東北中学校 宮城 １９０１ ― 東京 ○

４８ 朝倉勲 １８８４ 札幌中学校 北海道 １９０１ ― 札幌

４９ 大熊武司 １８８２ 札幌中学校 北海道 １９０１ ― 札幌

５０ 柳町寿男 １８８０ 米沢中学校 山形 １９０１ ― 札幌

５１ 永根義雄 １８８４ 札幌中学校 北海道 １９０１ ― 札幌

札幌農学校予修科に関する一考察（廣瀬）
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５２ 斉藤孝太郎 １８８０ 宮崎中学校 宮崎 １９０１ ― 札幌

５３ 正見豊松 １８８２ 札幌中学校 北海道 １９０１ ― 札幌

５４ 伊庭野清七 １８８３ 札幌中学校 北海道 １９０１ ― 札幌

５５ 古田貢 １８８４ 札幌中学校 北海道 １９０１ ― 札幌

５６ 県曁 １８８１ 札幌中学校 北海道 １９０１ ― 札幌

５７ 吉村栄五郎 １８８２ 札幌中学校 北海道 １９０１ ― 札幌

５８ 中沢毅一 １８８４ 山梨県中学校 山梨 １９０１ ― 山梨

５９ 村山義孝 １８８２ 函館中学校 北海道 １９０１ ― 東京

６０ 森留造 １８８０ 順天中学校 東京 １９０１ ― 受験セ
ズ

６１ 吉島新六 １８８０ 斐太中学校 岐阜 １８９９ 国民英学校（１８９９―） 東京

６２ 鈴木俊直 １８８３ 函館中学校 北海道 １９０１ ― 東京

６３ 西村淳造 １８７７ 順天中学校 東京 １９００ 国民英学会（１９００．３―）、
数学専修義［塾］（１９００．３
―）

東京

６４ 菅原泰治 １８８０ 日本中学校 東京 １８９９ 正則英語学校（１８９９．３―）東京

６５ 石川隆 １８７８ 順天中学校 東京 １９０１ 数学専修義塾（１９０１．４―
６）

東京

６６ 新名 １８８１ 東京中学校 東京 １９０１ 東京中学校補習科（１９０１
―）

東京

６７ 北村謹 １８８２ 城北中学校 東京 １９０１ ― 東京

６８ 瀧田欽爾 １８８１ 東京中学校 東京 １９０１ ― 東京

６９ 長尾景隆 １８７８ 大分中学校 大分 １９００ 東京法学院（１９００．９―） 東京

７０ 吉川花昇 １８８０ 浜松中学校 静岡 １８９９ ― 東京

７１ 尾越俊輔 １８８０ 中学郁文館 東京 １９００ ― 東京

７２ 山本春治 １８８２ 錦城中学校 東京 １９０１ ― 東京

７３ 村上恵之助 １８８１ 荘内中学校 山形 １９０１ ― 東京

７４ 山本素位 １８８４ 錦城中学校 東京 １９０１ ― 東京

７５ 湯川定之助 １８８３ 東京中学校 東京 １９０１ ― 東京

７６ 沢田龍吉 １８７９ 正則中学校 東京 １９００ ― 東京

７７ 武藤清 １８７４ 錦城中学校 東京 １９０１ 錦城中学校補習科
（１９０１．４―５）

東京

７８ 岩田四郎 １８８１ 錦城中学校 東京 １９０１ ― 東京

７９ 弓削吉太郎 １８８１ 神田中学校 東京 １９００ ― 東京

８０ 久我文五郎 １８８０ 神田中学校 東京 １８９９ ― 東京

８１ 飯沼善一郎 １８７９ 神田中学校 東京 １９００ 正則英語学校（１９００．３―
１９０１．４）、数理学館
（１９０１．２―６）

東京

８２ 青山繁 １８８３ 福井県農学校 福井 １９０１ 福井県農学校農科・理科
（１９０１．４―、助手）

東京

８３ 小林富造 １８８０ 順天中学校 東京 １９０１ ― 東京

８４ 石付秀一 １８８２ 正則中学校 東京 １９００ ― 東京

８５ 平井新六 １８８３ 麻布中学校 東京 １９０１ ― 東京
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８６ 石橋角太郎 １８８３ 京都府第一中学校 京都 １９０１ ― 東京

８７ 松永正雄 １８８１ 札幌中学校 北海道 １９０１ ― 東京

８８ 山口三郎 １８８０ 日本中学校 東京 １８９９ 国民英学会 東京

８９ 生駒秀雄 １８７８ 青森県第一中学校 青森 １８９９ 東京工業学校（１８９９．９―
１９００．９）

東京

９０ 高田種松 １８７９ 石川県第一尋常中学
校

石川 １８９９ 麻布中学校（１９００．４―
１９０１．３）

東京

９１ 伊東熊次郎 １８８１ 松本中学校 長野 １９００ ― 東京

９２ 向坂賢 １８８１ 静岡中学校 静岡 １９００ ― 東京

９３ 千葉淳吉 １８７８ 麻布中学校 東京 １９００ ― 東京

９４ 横山国教 １８８２ 堺中学校 大阪 １９０１ ― 東京

９５ 服部喜八 １８８２ 麻布中学校 東京 １９０１ ― 東京

９６ 西村節蔵 １８７９ 京都府第一中学校 京都 １９００ 商工中学補習科（１９００．１０
―）

東京

９７ 後藤省吾 １８８１ 盛岡中学校 岩手 １９０１ 開成中学校補習科
（１９０１．４―）、英語専修学
校（１９０１．４―）、数理学館
（１９０１．４―）

東京

９８ 桂達二 １８８０ 正則中学校 東京 １９００ 正則中学校補習科（１９００
―）

東京

９９ 黒田直綱 １８７８ 明治義会中学校 東京 １９００ 英語専修学校高等科
（１９００．９―１９０１．２）、東京
専門学校高等予科
（１９０１．５―）

東京

１００ 武田善之助 １８８１ 盛岡中学校 岩手 １９０１ 開成中学校補習科
（１９０１．４―）、正則英語学
校特別受験科（１９０１．４―）

東京

１０１ 大東興之助 １８８４ 正則中学校 東京 １９０１ ― 東京

１０２ 加藤作五郎 １８７８ 麻布中学校 東京 １９００ ― 東京

１０３ 千葉亮治 １８８２ 兵庫県甲種蚕業学校
本科

兵庫 １９００ ― 東京

１０４ 川崎修四郎 １８７９ 順天中学校 東京 １９００ 順天求合社官立官立学校
入学受験科（１９００．４―６）、
英語専修学校（１９００．４―
６）、東京学院官立学校
受験科（１９００．１１―）

東京

１０５ 海津四郎 １８８１ 三重県第一中学校 三重 １９０１ ― 三重第
一

１０６ 賀来団二 １８８０ 関西中学校 岡山 １９０１
―

行違ヒ
受験セ
ズ

１０７ 香西金右衛門 １８８２ 関西中学校 岡山 １９０１
―

行違ヒ
受験セ
ズ

１０８ 渡辺好平 １８８２ 太田中学校 群馬 ４年級
修業 ― 無資格

１０９ 三池丈一 １８８３ 東京中学校 東京 ５年級
在学 ― 無資格
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１１０ 山口宗兵衛 １８８１ 鹿児島県第一中学校 鹿児島 ５年級
在学 ― 無資格

１１１ 岸村嘉樹 １８８２ 麻布中学校 東京 １９０１ ― 札幌
欠席

１１２ 香川弥一郎 １８７９ 富岡中学校 徳島 １９０１ ― 富岡

１１３ 加賀野井久寿彦 １８８１ 高知県第一中学校 高知 １９０１ ― 受験セ
ズ

１１４ 大内辰雄 １８８０ 宮城県中学校 宮城 １９００ 外国語学校（１９０１．２―４） 盛岡

１１５ 池田晃二 １８８０ 佐賀県第一中学校 佐賀 １９０１ ― 受験セ
ズ

１１６ 高山美寿一 １８８３ 松本中学校 長野 １９０１ ― 松本

１１７ 佐藤武一 １８８０ 青森第二中学校 青森 １９０１ ― 青森二

１１８ 小野雄治 １８８０ 青森県師範学校附属
中学校

青森 １８９６ 青森県第一中学校（１８９６．
５―１９０１．３）

青森一

１１９ 根本弘毅 １８８３ 神田中学校 東京 １８９９ 第二高等学校医学部
（１８９９．９―１９００．６）

欠席

１２０ 岩崎安久 １８８２ 大阪府第一中学校 大阪 １９００ ― 欠席

１２１ 鈴木逸太 １８８２ 京華中学校 東京 １９００ 正則英語学校（１９００．９
―）、数理学館（１９００．９―）

札幌
欠席

１２２ 江渡議七 １８８４ 青森県第二中学校 青森 １９０１ ― 札幌
欠席

１２３ 浮田儀四郎 １８７７ 富山県尋常中学校 富山 １８９８ ― 札幌
欠席

１２４ 岩田盛一 １８８１ 水戸中学校 茨城 １９００ 正則英語学校高等科
（１９０１．４―）

１２５ 真栄平房貞 １８７９ 沖縄県中学校 沖縄 １９００ 沖縄県中学校補習科
（１９００．４―１９０１．３）

１２６ 伊藤章 １８８１ 島根県第一中学校 島根 １９０１ ―

１２７ 川田治一 １８８０ 明治義会中学校 東京 １９０１ ―

１２８ 水谷元二郎 １８８１ 岐阜中学校 岐阜 １９０１ ―

１２９ 松本肇 １８８２ 島根県第一中学校 島根 １９０１ ―

１３０ 出町恵男 １８８１ 青森県第二中学校 青森 １９００ 正則英語学校（１９００．１０―
１９０１．５）

１３１ 桑畑一平 １８８２ 順天中学校 東京 １９０１ 国民英学会

１３２ 丸山茂一郎 １８８０ 長野中学校 長野 １９０１ 長野中学校補習科
（１９０１．３―６）

１３３ 堀江善治 １８７９ 韮山尋常中学校 静岡 １８９９ ―

１３４ 内田直 １８７９ 中頸城尋常中学校 新潟 １８９８ ―

１３５ 木村恕 １８８２ 大成中学校 東京 １９０１ ―

１３６ 折下吉延 １８８１ 東京府尋常中学校 東京 １９００ 正則英語学校（１９００．９―）

１３７ 岡田守雄 １８８１ 順天中学校 東京 １９０１ ―

１３８ 平岡栄雄 １８８０ 順天中学校 東京 １９００ 金沢英学院（１９００．５―不
明）、東京専門学校大学
部高等予科（１９０１．４―）

１３９ 村井昇一郎 １８８０ 島根県第一中学校 島根 １９０１ 正則英語学校（１９０１．４―）
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履歴 受験
場所

在籍

学校名 道府県 卒業年

１４０ 水上正知 １８７７ 山梨県中学校 山梨 １８９８ 山口高等学校第三部
（１８９８．９―１９００．１０）

１４１ 楠野辰三郎 １８８０ 郁文館中学 東京 退学 ―

１４２ 斉藤定四郎 １８８０ 中学郁文館 東京 ５年級
在学 ―

１４３ 平田祖助 １８８５ 東京学院 東京 在学 ―

１４４ 荒田軍吉 １８８０ 博約義塾中学部 鹿児島 １９００ 正則英語学校（１９０１．４
―）、数学専修義塾（１９０１．４
―）

１４５ 荒武宗儀 １８８１ 日本中学校 東京 ５年級
在学 ―

１４６ 水谷最 １８８４ 麻布中学校 東京 ４年級
在学 ―

１４７ 鮫島三之助 １８８２ 日比谷中学校 東京 ５年級
在学 ―

１４８ 今野琢美 宮城第一中学校 宮城 ４年級
在学

無資格

１４９ 奥田有義 広島第一中学校 広島 ３年級
修業

無資格

番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履
歴

受験
場所

結果 在籍

学校名 道府県 卒業年

１ 鈴木忠誠 １８７８ 早稲田中学校 東京 １８９９ 第二高等学校大学
予科二部（農科）
（１８９９．９―１９０２．６）

無試験 無 ○

２ 肥爪美貞 １８８３ 茨木中学校 大阪 １９０２ ― 無試験 無

３ 万喜八郎 １８８３ 畝傍中学校 奈良 １９０１ 畝傍中学校補習科
（１９０１．４―１９０２．２）

無試験 無

４ 桑山茂 １８８２ 函館中学校 北海道 １９０２ 函館中学校補習科
（１９０２．４―）

無試験 無 ○

５ 見田隆道 １８７８ 順天中学校 東京 １９０２ ― 無試験 無 ○

６ 塚原� １８８２ 韮山中学校 静岡 １９０２ 正則英語学校臨時
受験科（１９０２．４―）

無試験 無 ○

７ 清水和三郎 １８８０ 同志社中学部 京都 １８９８ 兵役（１８９９．１２―
１９００．１１）、勤務演
習に服務（１９０１．７
―１０）、札幌にて勉
学中（１９０２．２―）

無試験 無 ○

備考１）「氏名」「生年」「学校名」「卒業年」「中学校卒業後の履歴」は、№１～№１４７を札幌農学校簿書７６６―４「〔予修
科入学願書〕（一袋）」による。そして、№１４８を札幌農学校簿書７６６―３「入学試験ニ関スル書類 明治三十四年
（一袋）」所収「明治三十四年 予修科入学試験成績」、№１４９を札幌農学校簿書１０１３「入学志願者名簿 明治三
十四年 教務部」によって補った。
２）「受験場所」は、札幌農学校簿書７６６―３「入学試験ニ関スル書類 明治三十四年（一袋）」所収「明治三十四年
予修科入学試験成績」および札幌農学校簿書１０１３「入学志願者名簿 明治三十四年 教務部」による。

３）「在籍」は、入学者の目安として、『札幌農学校一覧 自明治三十四年至明治三十五年』（１９０１年１２月）の「学
生々徒姓名」への記載の有無を示し、「○」は第１年級在籍を表す。

付表５ １９０２年度予修科入学志願者

札幌農学校予修科に関する一考察（廣瀬）
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履
歴

受験
場所

結果 在籍

学校名 道府県 卒業年

８ 森川孫蔵 １８７９ 高等師範学校附属中
学校

東京 １８９９ 正則英語学校
（１８９９―１９０１）

無試験 無 ○

９ 川村只吉 １８８４ 神奈川県立第一中学
校

神奈川 １９０２ 神奈川県立第一中
学校補習科
（１９０２．４―６）

無試験 無 ○

１０ 百瀬俊太郎 １８８５ 荘内中学校 山形 １９０２ ― 無試験 無 ○

１１ 多嘉良憲 １８８０ 沖縄県立中学校 沖縄 １９０２ ― 無試験 無 ○

１２ 石川保治 １８８３ 愛知県立第二中学校 愛知 １９０２ ― 無試験 無 ○

１３ 松岡与太郎 １８８２ 順天中学校 東京 １９０２ ― 無試験 無 ○

１４ 北野泰一 １８８３ 大阪府第六中学校 大阪 １９０２ ― 無試験 無 ○

１５ 市川清水 １８８２ 中学海南学校 高知 １９００ ― 無試験 無 ○

１６ 牧田寛一 １８８０ 韮山中学校 静岡 １９０２ ― 無試験 無 ○

１７ 熊野御堂済 １８８２ 中津中学校 大分 １９０１ ― 無試験 無 ○

１８ 網野一寿 １８８０ 浦和中学校 埼玉 １９００ 正則英語学校
（１９０１．１―５）、開
成中学校内講習会
（１９０１．１―５）、正
則英語学校高等科
（１９０１．１０―１９０２．５）

浦和 合 ○

１９ 小山田純 １８８２ 明治義会中学校 東京 １９００ 明治義会中学校補
習科（１９００．４―
１９０１．３）

東京 合 ○

２０ 小野尚民 １８７９ 明治義会中学校 東京 １９００ 正則英語学校
（１９００．４―１９０２．３）、
弘前中学東奥義塾
（１９０２．４―、英語教
員）

弘前 合

２１ 谷岡吉次郎 １８８２ 洲本中学校 兵庫 １９０２ ― 洲本 合 ○

２２ 笠島貞治 １８８１ 札幌中学校 北海道 １９０２ ― 札幌 合 ○

２３ 田中享蔵 １８７９ 青森県第一尋常中学
校

青森 １９００ ― 弘前 合 ○

２４ 大平精一 １８８１ 会津中学校 福島 １９０１ 会津中学校補習科
（１９０１．４―７）

会津 合 ○

２５ 伊藤章 １８８１ 島根県第一尋常中学
校

島根 １９０１ ― 島根 合 ○

２６ 加藤直三郎 １８８４ 愛知県立第一中学校 愛知 １９０２ 正則英語学校
（１９０２．４―）

東京 合

２７ 鈴木伊重郎 １８８１ 明治義会中学校 東京 １９０１ 明治義会中学校補
習科（１９０１．４―６）

東京 合 ○

２８ 米倉茂 １８８１ 大成中学校 東京 １９０１ 大成中学校補習科
（１９０１．４―１９０２．３）

札幌 合 ○

２９ 澁谷紀三郎 １８８３ 東京府立第四中学校 東京 １９０２ ― 東京 合 ○

３０ 竹崎嘉徳 １８８２ 麻布中学校 東京 １９０１ ― 東京 合
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履
歴

受験
場所

結果 在籍

学校名 道府県 卒業年

３１ 梶正雄 １８８２ 錦城中学校 東京 １９０１ 東京専門学校文学
部史学科（１９０１．６
―１９０２．４）、青山学
院高等科（１９０２．４
―）

東京 合 ○

３２ 浜島彦十 １８８１ 松本中学校 長野 １９０２ ― 東京 合 ○

３３ 副島昌 １８８５ 鹿島中学校 佐賀 １９０１ ― 鹿島 合 ○

３４ 大東興之助 １８８４ 正則中学校 東京 １９０１ ― 札幌 合 ○

３５ 木村荘輔 １８８４ 千葉中学校 千葉 １９０２ ― 千葉 合 ○

３６ 服部辰雄 １８８０ 水戸中学校 茨城 １９００ ― 東京 合 ○

３７ 河原美治 １８８２ 麻布中学校 東京 １９０２ ― 東京 合

３８ 割田平馬 １８８２ 前橋中学校 群馬 １９０２ ― 前橋 合 ○

３９ 橋本太郎 １８８３ 滋賀県立第一中学校 滋賀 １９０１ ― 滋賀第
一

合

４０ 安孫子孝次 １８８２ 札幌中学校 北海道 １９０２ 札幌中学校補習科
（１９０２―）

札幌 合 ○

４１ 半沢虎太郎 １８８２ 商工中学校 東京 １９０１ 京華中学校補習科
（１９０１．９―１９０２．３）、
奥平研数学館
（１９０２．３―６）

東京 合 ○

４２ 鳥海二郎 １８８２ 京都府第一中学校 京都 １９０１ ― 京都 合 ○

４３ 鈴木勇一 １８８４ 会津中学校 福島 １９０２ ― 会津 合 ○

４４ 川田小三郎 １８８３ 高松中学校 香川 １９０２ ― 高松 合 ○

４５ 笠井幹夫 １８８２ 岡山中学校 岡山 １９０２ ― 岡山 合 ○

４６ 伊藤誠哉 １８８３ 新潟中学校 新潟 １９０１ ― 新潟 合 ○

４７ 高橋次郎 １８８２ 忠海中学校 広島 １９０２ ― 札幌 合 ○

４８ 境野恵佐 １８８４ 埼玉県第二中学校 埼玉 １９０１ 埼玉県第二中学校
補習科（１９０１．４―８）

熊谷

４９ 新名 １８８１ 東京中学校 東京 １９０１ 国民英学会
（１９０１．４―１９０２．４）

東京

５０ 加治孝太郎 １８８２ 札幌中学校 北海道 １９０２ 札幌中学校補習科
（１９０２―）

札幌

５１ 賀来団二 １８８０ 関西中学校 岡山 １９０１ 官立学校予備校
（１９０１．９―１１）、国
民英学会（１９０１．１２
―）

東京

５２ 丹野忠三郎 １８８３ 順天中学校 東京 １９０１ ―

５３ 米山福造 １８８２ 正則中学校 東京 １９０１ 正則中学校補習科
（１９０１―）

東京

５４ 加賀山程吉 １８８２ 高梁中学校 岡山 １９０１ ― 東京

５５ 渡辺好平 １８８２ 太田中学校 群馬 １９０２ ― 東京

５６ 内野昂二 １８８２ 日本中学校 東京 １９０２ ― 東京

５７ 田中新太郎 １８８３ 茨木中学校 大阪 １９０２ ―

５８ 東田勘治 １８８２ 茨木中学校 大阪 １９０２ ―

札幌農学校予修科に関する一考察（廣瀬）
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履
歴

受験
場所

結果 在籍

学校名 道府県 卒業年

５９ 富岡良三 １８８３ 明治義会中学校 東京 １９０１ ― 東京

６０ 小島友吉 １８８１ 富岡中学校 群馬 １９０２ ― 富岡

６１ 五十嵐弘平 １８８０ 長岡中学校 新潟 １９００ ― 長岡

６２ 森田顕治 １８８２ 八尾中学校 大阪 １９０２ ― 八尾

６３ 山上欽三 １８８４ 東京高等師範学校附
属中学校

東京 １９０２ ― 東京

６４ 斉藤忠三郎 １８８３ 荘内中学校 山形 １９０２ ― 荘内

６５ 川上利一郎 １８８２ 佐賀県第三中学校 佐賀 １９０１ ― 東京

６６ 竹内和徳 １８８３ 青森県第一尋常中学
校

青森 １９０２ ― 弘前

６７ 佐々木恒太郎 １８８２ 青森県第一尋常中学
校

青森 １９０２ ― 弘前

６８ 橘確三 １８８１ 明治学院 東京 １９０２ 明治学院高等学部
（１９０２．４―）

東京

６９ 石井公平 １８８１ 荘内中学校 山形 １９０２ ― 荘内

７０ 鈴木了 １８８１ 開成中学校 東京 １９０２ ― 札幌

７１ 木田芳三郎 １８８５ 堂島中学校 大阪 １９０２ ― 北野

７２ 前田顕三 １８８１ 青森県第一中学校 青森 １９０１ ― 東京

７３ 梶原治寿 １８８１ 中津中学校 大分 １９０１ 正則英語学校
（１９０１．９―）

東京

７４ 北村謹 １８８２ 城北中学校 東京 １９０１ 正則英語学校
（１９０１．９―）

東京

７５ 千葉兼吉 １８７８ 神田中学校 東京 １９００ ― 札幌

７６ 三浦俊彦 １８８４ 鳥取県立第一中学校 鳥取 １９０１ 正則英語学校
（１９０１．９―）

東京

７７ 横山平左衛門 １８８１ 高梁中学校 岡山 １９０１ 錦城中学校補修科
（１９０１．９―１９０２．３）

東京

７８ 新井則正 １８８５ 熊谷中学校 埼玉 １９０２ 熊谷中学校補習科
（１９０２．４―）

熊谷

７９ 山中新 １８８３ 中学済々黌 熊本 １９０１ 中学済々黌補習科
（１９０１．１０―１２）

熊本

８０ 河瀬六郎 １８７９ 中学済々黌 熊本 １９０２ ― 熊本

８１ 田上弥一 １８８２ 中学済々黌 熊本 １９０２ 中学済々黌補習科
（１９０２―）

熊本

８２ 細川隆春 １８７８ 中学済々黌 熊本 １９０１ 中学済々黌補習科
（１９０１．４―）

熊本

８３ 松尾久男 １８８２ 中学済々黌 熊本 １９０２ 中学済々黌補習科
（１９０２．４―）

熊本

８４ 野口十郎 １８８４ 中学済々黌 熊本 １９０２ 中学済々黌補習科
（１９０２．４―）

熊本

８５ 稲垣忠義 １８８０ 愛知県第二中学校 愛知 １９０１ ― 愛知二

８６ 富士省三 １８８４ 宮城県第三中学校 宮城 １９０２ ― 宮城三

８７ 早川重倫 １８８３ 函館中学校 北海道 １９０２ ― 札幌
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―６０―



番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履
歴

受験
場所

結果 在籍

学校名 道府県 卒業年

８８ 永沢健一郎 １８８２ 東京中学校 東京 １９０１ 東京中学校補習科
（１９０１．１―）

東京

８９ 馬場俶躬 １８８５ 松本中学校 長野 １９０２ ― 東京

９０ 為田文造 １８８３ 正則中学校 東京 １９０２ ― 東京

９１ 青井昇三 １８８１ 中学猶興館 長崎 １９０２ ― 長崎

９２ 松浦森 １８７９ 中学猶興館 長崎 １９０２ ― 長崎

９３ 永根義雄 ― 札幌中学校 北海道 １９０１ ― 札幌

９４ 江原邦彦 １８８２ 佐賀中学校 佐賀 １９０２ ― 佐賀

９５ 大川亮 １８８１ 青森県中学校 青森 １９０１ ― 八戸

９６ 佐藤次郎 １８８２ 山形中学校 山形 １９０２ 山形中学校補習科
（１９０２―）

山形

９７ 宮内喜忠 １８８３ 福島県第二中学校 福島 １９０１ ― 磐城

９８ 小林多門 １８８２ 上田中学校 長野 １９０２ ―

９９ 湯川定之助 １８８３ 東京中学校 東京 １９０１ ―

１００ 溝口義夫 １８８１ 岡山中学校 岡山 １９０２ ― 岡山

１０１ 下条幸雄 １８８３ 宮城県第一中学校 宮城 １９０２ ―

１０２ 佐藤耕三 １８８３ 宮城県第一中学校 宮城 １９０２ ― 仙台

１０３ 小泉源一 １８８３ 米沢中学校 山形 １９０１ ― 東京

１０４ 有塚武三郎 １８８３ 高松中学校 香川 １９０２ ― 高松

１０５ 橋本憲文 １８８３ 徳島中学校 徳島 １９０１ ― 徳島

１０６ 中村午次郎 １８８２ 水戸中学校 茨城 １９０２ ― 水戸

１０７ 後藤省吾 １８８１ 盛岡中学校 岩手 １９０１ 開成中学校補習科
（１９０１．５―１９０２．３）、
正則英語学校
（１９０２．３―６）

東京

１０８ 難波六四郎 １８８３ 新発田中学校 新潟 １９０２ ― 新発田

１０９ 大沢栄太郎 １８８４ 新発田中学校 新潟 １９０２ ― 新発田

１１０ 若桑京吾 １８８４ 新発田中学校 新潟 １９０２ ― 新発田

１１１ 松川重六郎 １８８３ 新発田中学校 新潟 １９０２ ― 新発田

１１２ 高橋芳治 １８８２ 新潟中学校 新潟 １９０２ ― 新潟

１１３ 弓削吉太郎 １８８１ 神田中学校 東京 １９００ 牛田豊三郎・須藤
に師事（１９０１．３―
不明）、正則英語
学校乙種受験科
（１９０１．９―１９０２．２）、
慶應義塾（１９０２．５
―）

東京

１１４ 長沼正義 １８８２ 会津中学校 福島 １９０２ 会津中学校補習科
（１９０２―）

会津

１１５ 石井豊男 １８８３ 鳥取県立第一中学校 鳥取 １９０２ ―

１１６ 上条梅之助 １８８１ 静岡中学校 静岡 １９０１ ― 東京

１１７ 宮原朝吉 １８８１ 萩中学校 山口 １９０１ 萩中学校補習科
（１９０１．４―６）

東京

１１８ 橘儀一 １８８４ 札幌中学校 北海道 １９０２ ― 札幌

１１９ 矢野数馬 １８７７ 中学済々黌 熊本 １９０１ ― 東京

札幌農学校予修科に関する一考察（廣瀬）
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１２０ 千葉逸郎 １８８１ 宮城県第一中学校 宮城 １９０１ 宮城県第一中学校
補習科（１９０１．４―
７）、正則英語学校
乙種受験科
（１９０１．１１―）

東京

１２１ 手島策彦 １８８２ 愛知県立第一中学校 愛知 １９０２ ― 愛知

１２２ 名倉森蔵 １８８２ 愛知県立第一中学校 愛知 １９０２ ― 愛知

１２３ 前田平吉 １８８４ 東濃中学校 岐阜 １９０２ ― 愛知

１２４ 岡信吉 １８８０ 錦城中学校 東京 １９００ ― 東京

１２５ 茂庭賜 １８８０ 宮城県第一中学校 宮城 １９０１ 宮城県第一中学校
補習科（１９０１．５―
１９０２．３）、正則英
語学校（１９０２．４―）

東京

１２６ 力石知義 １８８１ 滋賀県第一中学校 滋賀 １９０１ ― 滋賀一

１２７ 岩永志久蔵 １８８０ 明治学院 東京 １９０２ 明治学院高等科
（１９０２―）

東京

１２８ 酒井碩治 １８８４ 松本中学校 長野 １９０２ ― 松本

１２９ 鈴木直助 １８７８ 神田中学校 東京 １９０１ 国民英学会
（１９００．６―）

東京

１３０ 笹川栄一 １８８３ 京北中学校 東京 １９０１ ― 東京

１３１ 山口宗兵衛 １８８１ 鹿児島中学校 鹿児島 １９０２ 鹿児島中学校補習
科（１９０２．４―５）

東京

１３２ 斯波清太郎 １８８２ 正則中学校 東京 １９０１ ― 東京

１３３ 佐野文治 １８８０ 新潟中学校 新潟 １９０１ ―

１３４ 大神熊次郎 １８８１ 中学修猶館 福岡 １９０２ ― 福岡

１３５ 金子彦太郎 １８８３ 静岡中学校 静岡 １９０２ ― 東京

１３６ 庄司松次郎 １８８１ 水戸中学校 茨城 １９０１ ― 東京

１３７ 岸村嘉樹 １８８２ 麻布中学校 東京 １９０１ 麻布中学校補習科
（１９０１．４―）

１３８ 大関義次郎 １８８２ 米沢中学校 山形 １９０２ ― 札幌

１３９ 矢島平次 １８８２ 浦和中学校 埼玉 １９０２ ― 札幌

１４０ 関荘一郎 １８８３ 会津中学校 福島 １９０２ ― 東京

１４１ 石付秀一 １８８２ 正則中学校 東京 １９００ 国民英語学会
（１９０１．４―）

東京

１４２ 見田宗二 １８８２ 京北中学校 東京 １９０２ ― 東京

１４３ 山中謙輔 １８８２ 東京中学校 東京 １９０２ 国民英学会
（１９０２．４―）

１４４ 田中彦三 １８８０ 鳥取県第一中学校 鳥取 １９０１ ― 東京

１４５ 宮下道一 １８８４ 札幌中学校 北海道 １９０２ 札幌中学校補習科
（１９０２．４―）

札幌

１４６ 松井甫芳 １８８２ 富山中学校 富山 １９０１ ― 東京

１４７ 八木沢久太郎 １８８２ 神田中学校 東京 １９０２ ― 東京

１４８ 大宮欽次 １８８２ 神田中学校 東京 １９０２ ― 東京

１４９ 塚本金治 １８８３ 埼玉県第一中学校 埼玉 １９０１ ― 東京

１５０ 鶴田雅顕 １８８１ 神田中学校 東京 １９０２ ― 東京
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１５１ 金原信二 １８８５ 早稲田中学校 東京 １９０２ ―

１５２ 華蔵界済哲 １８８４ 早稲田中学校 東京 １９０２ ― 東京

１５３ 新納政明 １８８１ 鹿児島中学校 鹿児島 １９０１ ― 東京

１５４ 鈴木寅太郎 １８７８ 明治義会尋常中学校 東京 １８９９ 東京専数義塾
（１８９９．９―１９０１．３）、
国民英学会
（１８９９．９―１９０１．５）

東京

１５５ 織田陽三 １８８２ 神戸中学校 兵庫 １９０１ ―

１５６ 古閑亀喜 １８７８ 中学済々黌 熊本 １９００ 中学済々黌補習科
（１９００．４―不明）、
東京専門学校高等
予科（１９０２．４―）

東京

１５７ 稲田米吉 １８８０ 錦城中学校 東京 １９００ ― 東京

１５８ 弘田善道 １８８４ 順天中学校 東京 １９０２ ― 高知

１５９ 沢田龍吉 １８７９ 正則中学校 東京 １９００ ― 東京

１６０ 間宮恒 １８８１ 麻布中学校 東京 １９００ 麻布中学校補習科
（１９００．９―１９０１．３）、
開成中学校補習科
（１９０１．９―１９０２．３）

東京

１６１ 神田吉穂 １８８１ 青森県第二中学校 青森 １９０１ ―

１６２ 指田栄 １８８２ 下野中学校 栃木 １９０２ ―

１６３ 伊達安朋 １８８０ 麻布中学校 東京 １９０２ ― 東京

１６４ 今野琢美 １８８４ 神田中学校 東京 １９０２ ― 東京

１６５ 本間士 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０２ ― 札幌

１６６ 武田益夫 １８８０ 第二高等学校二部 宮城 １年級
在学 ― 東京

１６７ 中村豊司 １８８１ 青森県第二中学校 青森 １９００ ― 東京

１６８ 三浦安蔵 １８８２ 荘内中学校 山形 １９０１ ―

１６９ 村上恵之助 １８８１ 荘内中学校 山形 １９０１ ― 東京

１７０ 内田鎌司 １８８０ 城北中学校 東京 １９００ 英語専修学校
（１９０１．１―９）、数理
学館（１９０１．１―９）、
官立学校予備校
（１９０１．９―１９０２．４）、
青山学院（１９０２．４―）

１７１ 川崎修四郎 １８７９ 順天中学校 東京 １９００ 東京英語専修学校
（１９００．４―６）、順
天求合社（１９００．４
―６）、東京学院
（１９００．１０―１９０１．４）

東京

１７２ 宮本庄之助 １８８１ 水戸中学校 茨城 １９０１ ―

１７３ 秋山憲平 １８８２ 神田中学校 東京 １９０２ ― 東京

１７４ 玉木艮 １８８１ 山梨県第一中学校 山梨 １９０２ ―

１７５ 長谷川良平 １８８２ 愛媛県立第一中学校 愛媛 １９０２ ―

１７６ 渡瀬雅太郎 １８８４ 麻布中学校 東京 １９０２ ― 東京

１７７ 森田恭治 １８８２ 栃木中学校 栃木 １９０１ ― 東京

札幌農学校予修科に関する一考察（廣瀬）
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１７８ 登坂新三郎 １８８０ 明治義会中学校 東京 １９００ 明治義会中学校補
習科（１９００．４―
１９０１．３）

東京

１７９ 村山鼎蔵 １８８３ 鹿島中学校 佐賀 １９０２ 正則英語学校
（１９０２．５―）

東京

１８０ 小出鉱三郎 １８８１ 日比谷中学校 東京 １９００ ―

１８１ 富田逸造 １８８１ 愛知県第一中学校 愛知 １９０１ ― 東京

１８２ 戸沢正夫 １８８２ 山形中学校 山形 １９０１ ― 東京

１８３ 中村当馬 １８８２ 豊津中学校 福岡 １９０２ ―

１８４ 井上芳雄 １８８３ 高松中学校 香川 １９０２ ―

１８５ 海野幾之介 １８８２ 水戸中学校 茨城 １９０２ ―

１８６ 牛渡日出太郎 滋賀第一中学校 滋賀 １９０２ 札幌

１８７ 日向秀雄 札幌中学校 北海道 １９０２ 札幌

番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履歴 受験
場所

在籍

学校名 道府県 卒業年

１ 田中義麿 １８８４ 松本中学校 長野 １９０１ 近衛歩兵（１９０１．１２―
１９０２．１１）

無 ○

２ 神弥十郎 １８８３ 弘前中学東奥義塾 青森 １９０３ ― 無 ○

３ �中寿治 １８８４ 鳥取県立第一中学校 鳥取 １９０２ 正則英語学校（１９０２．８―
１２）

無 ○

４ 里正義 １８８２ 三重県立第一中学校 三重 １９０２ 大成館中学補習科（１９０２．
４―１９０３．３）、正則予備学
校夜学物理化学三ヶ月専
習科（１９０２．１０―１２）

無 ○

５ 吉田清 １８８５ 荘内中学校 山形 １９０３ ― 無 ○

６ 高橋喬 １８８４ 開成中学校 東京 １９０３ ― 東京 ○

７ 川又忠純 １８８４ 札幌中学校 北海道 １９０３ 札幌中学校補習科
（１９０３．４―６）

札幌 ○

８ 河毛肇 １８８３ 京都府立第一中学校 京都 １９０２ ― 東京

９ 向井武 １８８３ 札幌中学校 北海道 １９０３ ― 札幌 ○

１０ 牧長美 １８８２ 中学済々黌 熊本 １９０３ ― 熊本 ○

１１ 小山達郎 １８８６ 札幌中学校 北海道 １９０３ ― 札幌 ○

１２ 日向秀雄 １８８４ 札幌中学校 北海道 １９０２ ― 札幌 ○

備考１）「氏名」「生年」「学校名」「卒業年」「中学校卒業後の履歴」は、№１～№４７は札幌農学校簿書７７３―４「予修科
入学志願書 許可ノ分 明治三十五年九月 教務部」に、№４８～№１８５は札幌農学校簿書７７３―６「〔予修科入学願
書〕（一袋）」による。そして、№１８６・１８７を札幌農学校簿書７７３―５「入学試験ニ関スル書類（一袋）明治三十五
年」所収「予修科入学試験成績」によって補った。
２）「受験場所」は、札幌農学校簿書７７３―５「入学試験ニ関スル書類（一袋）明治三十五年」所収「予修科入学試
験成績」による。
３）「結果」は、札幌農学校簿書９７８「生徒募集ニ関スル書類 明治三十五年ヨリ」所収「選抜試験合格者許可ノ
件」（１９０２年７月２５日）により、「無試験入学許可」を「無」、「合格者」を「合」と表す。
４）「在籍」は、入学者の目安として、『札幌農学校一覧 自明治三十五年至明治三十六年』（１９０２年１２月）の「学
生生徒姓名」への記載の有無を示し、「○」は第１年級在籍を表す。

付表６ １９０３年度予修科入学志願者
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履歴 受験
場所

在籍

学校名 道府県 卒業年

１３ 柳川秀興 １８８４ 丸亀中学校 香川 １９０２ ― 香川 ○

１４ 根岸元吉 １８８４ 開成中学校 東京 １９０２ ― 千葉 ○

１５ 横谷道次郎 １８８４ 札幌中学校 北海道 １９０３ ― 札幌 ○

１６ 徳田義信 １８８５ 鳥取県立第一中学校 鳥取 １９０３ ― 鳥取 ○

１７ 竹前慶治郎 １８８４ 新潟中学校 新潟 １９０１ ― 東京 ○

１８ 藤井荘三郎 １８８５ 岡山中学校 岡山 １９０３ ― 岡山 ○

１９ 長井清 １８８４ 加治木中学校 鹿児島 １９０２ ― 東京

２０ 森岡光信 １８８４ 松山中学校 愛媛 １９０３ ― 愛媛 ○

２１ 橘儀一 １８８４ 札幌中学校 北海道 １９０２ ― 東京 ○

２２ 鈴木限三 １８８４ 明治学院 東京 １９０３ ― 東京 ○

２３ 林基一 １８８５ 立教中学校 東京 １９０３ ― 東京 ○

２４ 大久保敬 １８８５ 土浦中学校 茨城 １９０３ ― 東京 ○

２５ 松枝邦太 １８８３ 高梁中学校 岡山 １９０３ ― 岡山 ○

２６ 斉藤蔵之助 １８８３ 秋田中学校 秋田 １９０３ 秋田中学校補習科
（１９０３．４―）

秋田 ○

２７ 大沢栄太郎 １８８４ 新発田中学校 新潟 １９０２ 葛塚高等小学校（１９０２．９
―１９０３．３、教員）

新潟 ○

２８ 鳥居真一郎 １８８４ 愛知県立第二中学校 愛知 １９０３ 愛知県立第二中学校補習
科（１９０３．４―）

愛知 ○

２９ 財満秀雄 １８８４ 中学済々黌 熊本 １９０３ ― 熊本

３０ 北村謹 １８８２ 城北中学校 東京 １９０１ 正則英語学校受験科
（１９０１．９―１９０２．７、１９０２．９
―）

東京 ○

３１ 園部万吉 １８８２ 正則中学校 東京 １９０３ ― 東京 ○

３２ 木下保助 １８８２ 東北中学校 宮城 １９０３ ― 札幌 ○

３３ 北川島太郎 １８８３ 北野中学校 大阪 １９０２ ― 大阪 ○

３４ 名倉森蔵 １８８２ 愛知県立第一中学校 愛知 １９０２ 正則英語学校（１９０２．９
―）、正則予備学校（１９０２．９
―１９０３．３）

東京 ○

３５ 樋口千代高 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０３ ― 札幌 ○

３６ 朝倉金彦 １８８２ 和歌山中学校 和歌山 １９０２ 和歌山中学校補習科
（１９０２．４―）

和歌山 ○

３７ 渡辺弥三太郎 １８８３ 札幌中学校 北海道 １９０３ 札幌中学校補習科
（１９０３．４―）

札幌 ○

３８ 赤崎平八郎 １８８２ 加治木中学校 鹿児島 １９０２ ― 東京 ○

３９ 上野亮太 １８８４ 和歌山中学校 和歌山 １９０３ ― 札幌 ○

４０ 小林正視 １８８４ 長野中学校 長野 １９０３ ― 東京 ○

４１ 牛渡日出太郎 １８８４ 滋賀県立第一中学校 滋賀 １９０２ ― 札幌 ○

４２ 小倉俊良 １８８６ 石川県立第一中学校 石川 １９０３ ― 石川 ○

４３ 仲宗三郎 １８８３ 中学明善校 福岡 １９０３ ― 福岡 ○

４４ 佐々木保次郎 １８８２ 日比谷中学校 東京 １９００ 東京

４５ 蜂谷昌常 １８８５ 郡山中学校 奈良 １９０３ 奈良

４６ 小川巽 １８８１ 丸亀中学校 香川 １９０３ 東京

札幌農学校予修科に関する一考察（廣瀬）
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履歴 受験
場所

在籍

学校名 道府県 卒業年

４７ 内藤忠翼 １８８２ 秋田中学校 秋田 １９０３ 秋田

４８ 高橋常蔵 １８８４ 福島中学校 福島 １９０３ 東京

４９ 仲吉蒲 １８８１ 沖縄中学校 沖縄 １９０３ 東京

５０ 板倉長重郎 １８８４ 愛知第四中学校 愛知 １９０３ 東京

５１ 三浦華 １８８５ 秋田中学校 秋田 １９０３ 秋田

５２ 橘確三 １８８１ 明治学院 東京 １９０２ 東京

５３ 秋山衡 １８８５ 宮城第三中学校 宮城 １９０３ 宮城

５４ 小島友吉 １８８１ 富岡中学校 群馬 １９０２ 東京

５５ 高松甚六 １８８０ 豊津中学校 福岡 １９０２ 東京

５６ 中田公直 １８８５ 秋田中学校 秋田 １９０３ 東京

５７ 和田芦造 １８８３ 中津中学校 大分 １９０３ 大分

５８ 横山平左衛門 １８８１ 高梁中学校 岡山 １９０１ 東京

５９ 古宅真佐久 １８８４ 福井中学校 福井 １９０３ 東京

６０ 北村恒三郎 １８８１ 高松中学校 香川 １９０２ 東京

６１ 目黒宗英 １８７８ 宮城中学校 宮城 １８９８ 第二高等学校（不明―１９０２）東京

６２ 吉田新七郎 １８８４ 滋賀第一中学校 滋賀 １９０３ 滋賀

６３ 松林理三郎 １８８４ 石川第一中学校 石川 １９０３ 石川

６４ 清水政雄 １８８３ 大成中学校 東京 １９０２ 東京

６５ 城主義一 １８８５ 山形中学校 山形 １９０３ 札幌

６６ 松尾一馬 １８８３ 成城学校 東京 １９０３ 東京

６７ 猿渡蘇三 １８８１ 安積中学校 福島 １９０３ 福島

６８ 田中一男 １８８４ 京都第二中学校 京都 １９０３ 京都

６９ 簗瀬保一 １８８１ 前橋中学校 群馬 １９０３ 群馬

７０ 尾谷源治郎 １８８２ 八尾中学校 大阪 １９０２ 大阪

７１ 新井則正 １８８５ 熊谷中学校 埼玉 １９０２ 東京

７２ 森正一 １８８４ 西条中学校 愛媛 １９０３ 東京

７３ 酒井碩治 １８８４ 松本中学校 長野 １９０３ 東京

７４ 矢部邦輔 １８８４ 浜松中学校 静岡 １９０２ 東京

７５ 沼沢儀 １８８２ 東京中学校 東京 １９０２ 東京

７６ 八木寿治 １８８５ 鳥取第一中学校 鳥取 １９０３ 東京

７７ 石井央雄 １８８４ 神田中学校 東京 １９０３ 東京

７８ 野田和正 １８８３ 和歌山中学校 和歌山 １９０３ 和歌山

７９ 岡本太郎 １８７９ 宮城第一中学校 宮城 １９０１ 東京

８０ 三浦房次郎 １８８３ 八尾中学校 大阪 １９０２ 大阪

８１ 小山潤吉 １８８１ 中学済々黌 熊本 １９０３ 熊本

８２ 野口十郎 １８８４ 中学済々黌 熊本 １９０２ 熊本

８３ 粟屋二郎 １８８２ 明道中学校 広島 １９０３ 東京

８４ 牧村義雄 １８８３ 攻玉社中学校 東京 １９０３ 東京

８５ 鳥飼清光 １８８３ 高松中学校 香川 １９０３ 香川

８６ 田中重太郎 １８８４ 中学明善校 福岡 １９０２ 東京

８７ 難波六四郎 １８８３ 新発田中学校 新潟 １９０２ 東京
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履歴 受験
場所

在籍

学校名 道府県 卒業年

８８ 郡司修 １８８１ 開成中学校 東京 １９００ 東京

８９ 長野晴次 １８８４ 東京中学校 東京 １９０３ 東京

９０ 小田義質 １８８４ 鳥取第一中学校 鳥取 １９０３ 鳥取

９１ 角岡知良 １８８４ 北野中学校 大阪 １９０３ 大阪

９２ 田原益茂 １８８４ 東濃中学校 岐阜 １９０２ 岐阜

９３ 斉藤弥作 １８８４ 下野中学校 栃木 １９０２ 東京

９４ 荒川胖 １８８３ 独乙協会学校 東京 １９０１ 東京

９５ 板垣無前 １８８２ 東奥義塾 青森 １８９９ 青森

９６ 手島精一 １８８２ 中学済々黌 熊本 １９０１ 東京

９７ 米野弥太郎 １８８２ 米沢中学校 山形 １９０３ 山形

９８ 品川謙太郎 １８８５ 前橋中学校 群馬 １９０３ 東京

９９ 横井虎次郎 １８８３ 神田中学校 東京 １９０２ 東京

１００ 伊勢田隆 １８８４ 札幌中学校 北海道 １９０３ 札幌

１０１ 三橋修 １８８１ 順天中学校 東京 １９０２ 東京

１０２ 宮沢文吾 １８８４ 飯田中学校 長野 １９０２ 東京

１０３ 林親厚 １８８４ 神田中学校 東京 １９０３ 東京

１０４ 斉藤栄次郎 １８８４ 東奥義塾 青森 １９０２ 東京

１０５ 堀内亀三 １８８１ 熊本中学校 熊本 １９０３ 熊本

１０６ 小沢東三郎 １８８３ 盛岡中学校 岩手 １９０３ 宮城

１０７ 伊達安明 １８８０ 麻布中学校 東京 １９０２ 東京

１０８ 森口羆太郎 １８８５ 京都第二中学校 京都 １９０３ 京都

１０９ 斉藤徳三郎 １８８０ 下野中学校 栃木 １９０３ 東京

１１０ 二宮兼雄 １８８５ 松山中学校 愛媛 １９０３ 愛媛

１１１ 岸上伊三吉 １８８３ 郡山中学校 奈良 １９０２ 京都

１１２ 片岡豊 １８８３ 鳥取第一中学校 鳥取 １９０３ 東京

１１３ 中山孝太郎 １８８２ 日本中学校 東京 １９０３ 東京

１１４ 伊東五八郎 １８８３ 京北中学校 東京 １９０３ 東京

１１５ 近藤貢 １８８３ 韮山中学校 静岡 １９０１ 東京

１１６ 木村新太郎 １８８０ 丸亀中学校 香川 １９０１ 香川

１１７ 楠清 １８８２ 錦城中学校 東京 １９０３ 東京

１１８ 百武千文 １８８４ 唐津中学校 佐賀 １９０２ 東京

１１９ 目黒三次 １８８４ 会津中学校 福島 １９０３ 福島

１２０ 本間勇 １８８５ 早稲田中学 東京 １９０３ 東京

１２１ 丹羽栄吉 １８８３ 天王寺中学校 大阪 １９０３ 大阪

１２２ 藤田政二郎 １８８４ 北野中学校 大阪 １９０３ 大阪

１２３ 大木善次郎 １８８５ 川越中学校 埼玉 １９０３ 東京

１２４ 小出鉱三郎 １８８１ 日比谷中学校 東京 １９００ 東京

１２５ 西吉原豊蔵 １８８３ 加治木中学校 鹿児島 １９０３ 東京

１２６ 竹田英一 １８８３ 成城中学校 東京 １９０１ 東京

１２７ 門馬留助 １８８１ 東北学院 宮城 １９０３ 宮城

１２８ 京野順八郎 １８７９ 同志社 京都 １９０３ 京都
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履歴 受験
場所
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１２９ 中瀬知孝 １８８２ 田辺中学校 和歌山 １９０２ 札幌

１３０ 木村美瑳雄 １８８２ 安積中学校 福島 １９０２ 東京

１３１ 高橋清輔 １８８３ 神田中学校 東京 １９０２ 東京

１３２ 石田文治 ― 錦城中学校 東京 １９０３ ―

番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履歴 受験
場所

在籍

学校名 道府県 卒業年

１ 山田俊雄 １８８４ 高松中学校 香川 １９０４ 香川

２ 加藤木保次 １８８６ 磐城中学校 福島 １９０２ 無試験 ○

３ 門野忠覚 １８８１ 武生中学校 福井 １９０１ 東京

４ 松尾悌治郎 １８８６ 新潟中学校 新潟 １９０４ 東京 ○

５ 樋口敏郎 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０４ 札幌 ○

６ 遠藤吉五郎 １８８４ 中学郁文館 東京 １９０２ 東京

７ �音次郎 １８８６ 郡山中学校 奈良 １９０４ 奈良

８ 竹田義治 １８８５ 東京第一中学校 東京 １９０４ 東京

９ 平野善嗣 １８８５ 東京第一中学校 東京 １９０４ 東京 ○

１０ 加藤勇三郎 １８８５ 山形中学校 山形 １９０４ 山形

１１ 田瀬寿雄 １８８４ 荘内中学校 山形 １９０４ 札幌

１２ 三原友良 １８８３ 丸亀中学校 香川 １９０３ 香川

１３ 中島九郎 １８８６ 札幌中学校 北海道 １９０４ 無試験 ○

１４ 平野千里 １８８６ 滋賀第一中学校 滋賀 １９０４ 京都

１５ 斉藤亀之介 １８８４ 大成中学校 東京 １９０３ 東京

１６ 末光信三 １８８５ 松山中学校 愛媛 １９０４ 愛媛 ○

１７ 森田健治郎 １８８４ 豊津中学校 福岡 １９０３ 福岡 ○

１８ 古賀雅喬 １８８３ 天王寺中学校 大阪 １９０３ 大阪

１９ 中村弥五造 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０４ 札幌 ○

２０ 佐藤永次 １８８５ 荘内中学校 山形 １９０４ 山形

２１ 中島信雄 １８８５ 開成中学校 東京 １９０４ 東京

２２ 白井七郎 １８８６ 大成中学校 東京 １９０４ 東京 ○

２３ 双木康 １８８６ 浦和中学校 埼玉 １９０４ 埼玉 ○

２４ 杉浦斉 １８８５ 静岡中学校 静岡 １９０３ 東京

２５ 小山潤吉 １８８１ 中学済々黌 熊本 １９０３ 東京

２６ 村上知之次 １８８６ 天王寺中学校 大阪 １９０４ 大阪

２７ 米田信一 １８８６ 安中中学校 群馬 １９０４ 群馬

備考１）「氏名」「生年」「学校名」「卒業年」は、№１～№４３は農学校簿書７９６―６「予習科入学志願書 明治三十六年七
月 教務部」による。そして、№４４～№１３３を札幌農学校簿書１０１４「入学志願者名簿 明治三十六年四月 教務
部」によって補った。札幌農学校簿書１０１４の見出し付箋には「土木工学科」とあるが、予修科の名簿と思われる。
２）「受験場所」は、札幌農学校簿書１０１４による。
３）「在籍」は、入学者の目安として、『札幌農学校一覧 自明治三十六年至明治三十七年』（１９０４年３月）の「学
生生徒姓名」への記載の有無を示し、「○」は第１年級在籍を表す。

付表７ １９０４年度予修科入学志願者
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履歴 受験
場所

在籍

学校名 道府県 卒業年

２８ 田所哲太郎 １８８５ 秋田中学校 秋田 １９０４ 札幌 ○

２９ 福迫忠亮 １８８５ 相馬中学校 福島 １９０４ 東京

３０ 松林理三郎 １８８４ 石川第一中学校 石川 １９０３ 石川

３１ 島田斯文 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０４ 札幌 ○

３２ 大場六三 １８８４ 大成中学校 東京 １９０４ 東京

３３ 土橋政美 １８８１ 東京第一中学校 東京 １８９９ 東京

３４ 遠藤一男 １８８５ 米沢中学校 山形 １９０４ 山形 ○

３５ 鶴田嘉重郎 １８８４ 熊本中学校 熊本 １９０４ 東京

３６ 佐藤憲三郎 １８８６ 東京第三中学校 東京 １９０４ 東京

３７ 谷田部憲三 １８８２ 秋田中学校 秋田 １９０２ 宮城

３８ 古川留三郎 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０４ 無試験 ○

３９ 阿部�三 １８８４ 京都第一中学校 京都 ４年級
在学

無資格

４０ 日下豊治 １８８５ 新庄中学校 山形 １９０４ 東京

４１ 阿部円三郎 １８８４ 荘内中学校 山形 １９０４ 山形

４２ 土井昌逸 １８８６ 日彰館中学校 広島 １９０４ 広島 ○

４３ 石橋决 １８８３ 第五高等学校第二部 熊本 退学 東京

４４ 小島一生 １８８６ 早稲田中学校 東京 １９０４ 東京

４５ 原田勝一 １８８２ 錦城中学校 東京 １９００ 佐賀

４６ 大沢兼治 １８８５ 佐倉中学校 千葉 １９０３ 千葉

４７ 酒井鋭 １８８４ 静岡中学校 静岡 １９０４ 静岡

４８ 薗田新太郎 １８８４ 加治木中学校 鹿児島 １９０４ 東京

４９ 加藤金五 １８８５ 荘内中学校 山形 １９０４ 山形

５０ 高木直一 １８８６ 札幌中学校 北海道 １９０４ 札幌 ○

５１ 橘礼次 １８８６ 札幌中学校 北海道 １９０３ 札幌 ○

５２ 田辺操 １８８６ 三次中学校 広島 １９０３ 東京 ○

５３ 成瀬鳳吉 １８８５ 中学伝習館 福岡 １９０４ 福岡

５４ 下条治恒 １８８２ 開成中学校 東京 １９０２ 東京

５５ 仲尾政太郎 １８８５ 岸和田中学校 大阪 １９０３ 無試験 ○

５６ 手島精一 １８８２ 中学済々黌 熊本 １９０１ 東京

５７ 押見仁 １８８４ 開成中学校 東京 １９０２ 東京 ○

５８ 久保普作 １８８１ 東京中学校 東京 １９０２ 東京

５９ 合屋環 １８８４ 嘉穂中学校 福岡 １９０４ 福岡

６０ 水田千太郎 １８８５ 鹿島中学校 佐賀 １９０３ 東京

６１ 瀬戸武 １８８５ 宮城第一中学校 宮城 １９０２ 東京

６２ 手野修蔵 １８８５ 京都第一中学校 京都 １９０４ 東京

６３ 玉井伝一郎 １８８６ 三重第二中学校 三重 １９０４ 三重

６４ 佐藤喜五郎 １８８４ 東北中学校 宮城 １９０４ 宮城

６５ 杉山友輔 １８８６ 札幌中学校 北海道 １９０４ 札幌

６６ 山内甚太郎 １８８６ 三重第二中学校 三重 １９０４ 三重

６７ 広岡助次郎 １８８４ 早稲田中学校 東京 １９０４ 東京

札幌農学校予修科に関する一考察（廣瀬）
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履歴 受験
場所

在籍

学校名 道府県 卒業年

６８ 林雅蔵 １８８６ 八尾中学校 大阪 １９０４ 大阪

６９ 若松茂太郎 １８８６ 荘内中学校 山形 １９０４ 山形

７０ 石河利三 １８８３ 鳥取第一中学校 鳥取 １９０３ 東京 ○

７１ 岩崎文七 １８８３ 宮城第二中学校 宮城 １９０４ 宮城

７２ 福井正気 １８８４ 札幌中学校 北海道 １９０４ 札幌

７３ 井上金弥 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０３ 札幌 ○

７４ 池上三次 １８８５ 富山中学校 富山 １９０３ 富山 ○

７５ 内山清保 １８８５ 前橋中学校 群馬 １９０３ 東京

７６ 角田 １８８６ 東京第三中学校 東京 １９０４ 東京

７７ 関沢廉 １８８５ 早稲田中学校 東京 １９０４ 東京

７８ 石田源六 １８８４ 小城中学校 佐賀 １９０４ 佐賀

７９ 今村和男 １８８３ 郡山中学校 奈良 １９０３ 東京

８０ 三浦華 １８８５ 秋田中学校 秋田 １９０３ 秋田

８１ 竹内寛次 １８８１ 青山学院 東京 １９０４ 東京

８２ 土生仲太 １８８３ 宮城第一中学校 宮城 １９０３ 東京

８３ 竹村源兵衛 １８８５ 高知第一中学校 高知 １９０３ 高知 ○

８４ 秋山衡 １８８５ 古川中学校 宮城 １９０３ 宮城

８５ 平賀亨一 １８８６ 山形中学校 山形 １９０４ 東京

８６ 佐藤濯 １８８３ 一関中学校 岩手 １９０３ 東京 ○

８７ 山田拍採 １８８５ 一関中学校 岩手 １９０３ 東京 ○

８８ 山中三郎 １８８６ 下妻中学校 茨城 １９０４ 東京

８９ 横山平左衛門 １８８１ 高浜中学校 岡山 １９０１ 東京

９０ 小池新太郎 １８８５ 愛知第一中学校 愛知 １９０４ 愛知

９１ 向井忠 １８８５ 豊津中学校 福岡 １９０４ 福岡

９２ 植田割一 １８８５ 島根第三中学校 島根 １９０４ 島根

９３ 木村鈴四郎 １８８６ 長野中学校 長野 １９０３ 長野

９４ 田中元治郎 １８８６ 商工中学校 東京 １９０４ 東京 ○

９５ 細川徳三 １８８３ 成城中学校 東京 １９０４ 東京

９６ 山内俊彦 １８８４ 加治木中学校 鹿児島 １９０４ 東京

９７ 本島市助 １８８１ 神田中学校 東京 １９０３ 東京

９８ 白石時章 １８８５ 宮城第二中学校 宮城 １９０３ 宮城

９９ 大畑清吉 １８８３ 札幌中学校 北海道 １９０４ 札幌

１００ 今里孝朗 １８８４ 丸亀中学校 香川 １９０３ 東京

１０１ 岩岡末彦 １８８５ 豊津中学校 福岡 １９０３ 福岡

１０２ 森岡勇 １８８５ 高知第一中学校 高知 １９０４ 高知 ○

１０３ 石井央雄 １８８４ 神田中学校 東京 １９０３ 東京

１０４ 橋本味一 １８８４ 京北中学校 東京 １９０４ 東京 ○

１０５ 本広貢 １８８５ 豊津中学校 福岡 １９０４ 福岡

１０６ 野田実 １８８６ 札幌中学校 北海道 １９０４ 札幌 ○

１０７ 丹羽七郎 １８８５ 会津中学校 福島 １９０３ 札幌 ○

１０８ 桑原省吾 １８８５ 東京第四中学校 東京 １９０４ 東京
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履歴 受験
場所

在籍

学校名 道府県 卒業年

１０９ 松本一材 １８８４ 高知第一中学校 高知 １９０２ 大阪

１１０ 阿久津益三 １８８３ 郁文館 東京 １９０１ 東京

１１１ 中山孝太郎 １８８２ 日本中学校 東京 １９０３ 東京

１１２ 花野政太郎 １８８３ 新潟中学校 新潟 １９０４ 新潟

１１３ 近藤一二 １８８４ 岡山中学校 岡山 １９０４ 岡山 ○

１１４ 窪添重利 １８８７ 高知第二中学校 高知 １９０４ 高知

１１５ 井口賢三 １８８３ 日比谷中学校 東京 １９０２ 札幌 ○

１１６ 清水義雄 １８８６ 高等師範附属中学校 東京 １９０４ 東京 ○

１１７ 吉田正巳 １８８２ 石川第一中学校 石川 １９０４ 石川

１１８ 岡本純太郎 １８８３ 石川第一中学校 石川 １９０４ 石川

１１９ 石川八十八 １８８４ 早稲田中学校 東京 １９０４ 東京 ○

１２０ 金地嘉喜 １８８５ 高知第一中学校 高知 １９０４ 高知

１２１ 山形蕃 １８８３ 宮城第一中学校 宮城 １９０３ 宮城

１２２ 鈴木国太郎 １８８３ 安積中学校 福島 １９０３ 東京 ○

１２３ 青柳幹一 １８８３ 東京中学校 東京 １９０４ 東京

１２４ 脇亀太郎 １８８６ 脇町中学校 徳島 １９０４ 東京

１２５ 市岡正吉 １８８４ 三重第一中学校 三重 １９０２ 東京

１２６ 相馬福蔵 １８８３ 秋田中学校 秋田 １９０３ 秋田

１２７ 森正一 １８８４ 西条中学校 愛媛 １９０３ 東京

１２８ 岡本木夫 １８８３ 和歌山中学校 和歌山 １９０３ 東京

１２９ 香西慶一 １８８４ 高松中学校 香川 １９０４ 東京

１３０ 掛場定吉 １８８６ 札幌中学校 北海道 １９０４ 無試験
森林

１３１ 山内恭治 １８８３ 会津中学校 福島 １９０２ 東京

１３２ 和田義隆 １８７８ 明道中学校 広島 １９０４ 東京

１３３ 清水政雄 １８８３ 大成中学校 東京 １９０２ 東京

１３４ 梅沢咸一 １８８４ 早稲田中学校 東京 １９０４ 東京

１３５ 吉田新七郎 １８８４ 滋賀第一中学校 滋賀 １９０３ 京都 ○

１３６ 小林邦市 １８８４ 島根第三中学校 島根 １９０３ 東京

１３７ 土居通彦 １８８４ 麻布中学校 東京 １９０４ 東京

１３８ 三宅淳平 １８８４ 岡山中学校 岡山 １９０３ 岡山

１３９ 西村文次 １８８１ 佐賀中学校 佐賀 １９０１ 大阪

１４０ 安原主税 １８８５ 米沢中学校 山形 １９０４ 山形

１４１ 岡垣秀忠 １８８４ 島根第三中学校 島根 １９０３ 東京 ○

１４２ 百武千文 １８８４ 唐津中学校 佐賀 １９０２ 東京 ○

１４３ 平沢敏蔵 １８８３ 飯田中学校 長野 １９０３ 東京

１４４ 長谷川清 １８８５ 函館中学校 北海道 １９０４ 札幌 ○

１４５ 松原豪 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０４ 札幌 ○

１４６ 白勢成太郎 １８８３ 東京第四中学校 東京 １９０４ 東京

１４７ 岩根巌 １８８４ 明治義会 東京 １９０２ 東京

１４８ 佐々木保次郎 １８８２ 日比谷中学校 東京 １９００ 宮城
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履歴 受験
場所

在籍

学校名 道府県 卒業年

１４９ 岡崎鹿衛 １８８７ 高知第二中学校 高知 １９０４ 高知 ○

１５０ 木村仁一 １８８５ 小城中学校 佐賀 １９０４ 佐賀

１５１ 樋口 一 １８８４ 神田中学校 東京 １９０３ 東京

１５２ 海野寿司 １８８４ 山形中学校 山形 １９０４ 山形

１５３ 石原応行 １８８２ 明治義会 東京 １９０３ 東京

１５４ 松尾洋太郎 １８８３ 島根第二中学校 島根 １９０４ 島根

１５５ 高田良作 １８８２ 神田中学校 東京 １９０２ 東京

１５６ 芥川� １８８４ 西条中学校 愛媛 １９０３ 愛媛

１５７ 竹村武夫 １８８３ 松山中学校 愛媛 １９０２ 東京

１５８ 榊原金継 １８８４ 栃木中学校 栃木 １９０４ 東京

１５９ 波磨笋三 １８８４ 徳島中学校 徳島 １９０４ 徳島

１６０ 野依次郎 １８８４ 中津中学校 大分 １９０２ 山口高等学校 山口

１６１ 末松次男 １８８４ 中学玖島学館 長崎 １９０２ 石川

１６２ 武田達夫 １８８２ 山形中学校 山形 １９０４ 山形

１６３ 本吉直三 １８８４ 宮崎中学校 宮崎 １９０３ 東京

１６４ 田中佐八 １８８３ 鹿島中学校 佐賀 １９０３ 東京

１６５ 田下政治 １８８６ 札幌中学校 北海道 １９０４ 無試験 ○

１６６ 萩原積治 １８８１ 安中中学校 群馬 １９０３ 東京

１６７ 石田貞三 １８８２ 明治学院 東京 １９０４ 東京

１６８ 三宅富治 １８８３ 高梁中学校 岡山 １９０３ 東京

１６９ 豊田富三郎 １８８３ 茨木中学校 大阪 １９０３ 大阪

１７０ 米山耕造 １８８５ 日本中学校 東京 １９０４ 東京

１７１ 渋江岩比古 １８８３ 札幌中学校 北海道 １９０３ 札幌

１７２ 木村忠雄 １８８４ 青森第一中学校 青森 １９０４ 青森

１７３ 中瀬知孝 １８８２ 田辺中学校 和歌山 １９０２ 札幌

１７４ 岸元 １８８５ 島根第一中学校 島根 １９０４ 島根

１７５ 広田治 １８８４ 明治義会 東京 １９０３ 東京

１７６ 寺岡信人 １８８３ 中学済々黌 熊本 １９０３ 熊本

１７７ 保々清音 １８８１ 日比谷中学校 東京 １９０１ 東京

１７８ 永野義勝 １８８５ 八代中学校 熊本 １９０４ 熊本

１７９ 前沢重雄 １８８３ 飯田中学校 長野 １９０３ 東京

１８０ 斉藤熊雄 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０４ 札幌

１８１ 藤本登 １８８３ 京都第一中学校 京都 １９０４ 東京

１８２ 小川辰雄 １８８０ 順天中学校 東京 １９００ 東京

１８３ 池田益宣 １８８２ 中学伝習館 福岡 １９０３ 東京

１８４ 石井家吉 １８８４ 三重第二中学校 三重 １９０４ 三重

１８５ 五味誠吾 １８８４ 山梨第一中学校 山梨 １９０３ 札幌農学校土木工学科 札幌 ○

１８６ 末広耕三 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０３ 札幌

１８７ 寺本秋作 １８８３ 東京第一中学校 東京 １９０２ 東京 ○

１８８ 岡本勝衛 １８８４ 日比谷中学校 東京 １９０４ 東京

１８９ 小原善次郎 １８８５ 郁文館 東京 １９０４ 東京
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履歴 受験
場所

在籍

学校名 道府県 卒業年

１９０ 新谷泰造 １８８３ 明治義会 東京 ― 札幌

１９１ 湯地定信 １８８４ 札幌中学校 北海道 １９０１ 慶應義塾 東京

１９２ 周慶慈 １８８０ 同文館 広東省 １９０３ ― ○

１９３ 周慶斌 １８８７ 同文館 広東省 １９０４ 弘文学院（１９０４．１０―１１） ○

番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履
歴

受験
場所

結果 在籍

学校名 道府県 卒業年

１ 中山富次郎 １８８７ 開成中学校 東京 １９０４ 茨城

２ 大圃縫之助 １８８６ 下妻中学校 茨城 １９０５ 茨城

３ 鷲谷瀧雄 １８８５ 秋田中学校 秋田 １９０５ 秋田

４ 穂積貞三 １８８６ 高等師範附属中学校 東京 １９０４ 東京 合 ○

５ 森 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０５ 札幌 合 ○

６ 白勢喜四郎 １８８５ 新発田中学校 新潟 １９０５ 新潟

７ 富沢総一 １８８３ 川越中学校 埼玉 １９０３ 明治大学 東京 合 ○

８ �音次郎 １８８６ 郡山中学校 奈良 １９０４ 京都 合 ○

９ 河野政登 １８８４ 明道中学校 広島 １９０５ 東京

１０ 喜多一夫 １８８７ 京北中学校 東京 １９０５ 東京

１１ 工藤郷輔 １８８４ 青森第一中学校 青森 １９０５ 東京

１２ 納富喜雄 １８８５ 東筑中学校 福岡 １９０５ ― 無 ○

１３ 伊藤静栄 １８８７ 札幌中学校 北海道 １９０５ 札幌 無 ○

１４ 浦井喜市郎 １８８３ 畝傍中学校 奈良 １９０５ 奈良

１５ 森沢博 １８８７ 高知第一中学校 高知 １９０５ 高知 合 ○

１６ 原正夫 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０５ 札幌 合 ○

１７ 磯永吉 １８８６ 日彰館中学校 広島 １９０５ 広島 合 ○

１８ 三原友良 １８８３ 丸亀中学校 香川 １９０３ 東京 合 ○

１９ 石田八蔵 １８８６ 島根第三中学校 島根 １９０５ 島根

２０ 富樫金蔵 １８８６ 荘内中学校 山形 １９０５ 山形 合 ○

２１ 佐藤佐一郎 １８８８ 函館中学校 北海道 １９０５ 札幌

２２ 桑原省吾 １８８５ 東京第四中学校 東京 １９０４ 東京 合 ○

２３ 中村正寿 １８８５ 青山学院 東京 １９０５ 東京 合 ○

２４ 上野景吉 １８８４ 東京中学校 東京 １９０５ 東京

２５ 椎名守三郎 １８８７ 水海道中学校 茨城 １９０５ 東京

２６ 門馬譲輔 １８８４ 札幌中学校 北海道 １９０５ 札幌

２７ 加藤茂雄 １８８７ 正則中学校 東京 １９０５ 東京

２８ 根本胖弥 １８８６ 龍ヶ崎中学校 茨城 １９０５ 札幌

２９ 南信一 １８８５ 明道中学校 広島 １９０４ 京都

備考１）「氏名」「生年」「学校名」「卒業年」「受験場所」は、№１～№１９１は札幌農学校簿書１０１５「入学志願者名簿
明治三十七年五月 教務部」に、№１９２～№１９３は札幌農学校簿書８２３「外国留学生入学志願書 明治三十七年
教務部」による。№１３０の「無試験森林」は森林科への無試験入学を表す。
２）「在籍」は、入学者の目安として、『札幌農学校一覧 自明治三十七年至明治三十八年』（１９０５年１月）の「学
生生徒姓名」への記載の有無を示し、「○」は第１年級在籍を表す。

付表８ １９０５年度予修科入学志願者
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履
歴

受験
場所

結果 在籍

学校名 道府県 卒業年

３０ 平野龍起 １８８８ 鹿本中学校 熊本 １９０５ 熊本

３１ 諏訪正種 １８８７ 札幌中学校 北海道 １９０５ 札幌

３２ 菅野修一郎 １８８８ 函館中学校 北海道 １９０５ 札幌 合 ○

３３ 鈴木一郎 １８８６ 愛知第一中学校 愛知 １９０５ 愛知

３４ 西内貞道 １８８６ 高知第一中学校 高知 １９０５ 東京

３５ 小林和平治 １８８５ 中学閑谷黌 岡山 １９０５ 岡山

３６ 竹内照雄 １８８５ 丸亀中学校 香川 １９０５ 東京

３７ 牧野忠二郎 １８８７ 札幌中学校 北海道 １９０５ 札幌 合 ○

３８ 津田武雄 １８８５ 萩中学校 山口 １９０４ 東京 無 ○

３９ 加藤信 １８８６ 杵築中学校 大分 １９０５ 大分

４０ 美藤正茂 １８８４ 三豊中学校 香川 １９０５ 香川 合

４１ 平賀亨一 １８８６ 山形中学校 山形 １９０４ 東京

４２ 木村正 １８８６ 日比谷中学校 東京 １９０５ 東京

４３ 藤倉慶三 １８８５ 日比谷中学校 東京 １９０５ 東京

４４ 松本泰三 １８８７ 日比谷中学校 東京 １９０５ 東京

４５ 木村� １８８７ 札幌中学校 北海道 １９０５ 札幌 無 ○

４６ 三浦華 １８８５ 秋田中学校 秋田 １９０３ 秋田

４７ 杉山友輔 １８８６ 札幌中学校 北海道 １９０４ 東京

４８ 山崎一郎 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０４ 札幌

４９ 大坪良巳 １８８５ 佐賀中学校 佐賀 １９０５ 佐賀

５０ 有木基 １８８５ 日彰館中学校 広島 １９０５ 広島 合 ○

５１ 末松鳳平 １８８６ 東筑中学校 福岡 １９０５ 福岡 合 ○

５２ 市川郷鑑 １８８７ 臼杵中学校 大分 １９０５ 東京 合 ○

５３ 仁木雷蔵 １８８４ 新発田中学校 新潟 １９０５ 新潟

５４ 武田達夫 １８８２ 山形中学校 山形 １９０４ 東京

５５ 上原轍三郎 １８８３ 日彰館中学校 広島 １９０５ 広島 合 ○

５６ 延命伝次 １８８５ 石川第三中学校 石川 １９０４ 京都

５７ 駒井徳三 １８８５ 京都第二中学校 京都 １９０４ 東京 合 ○

５８ 曽木翁助 １８８３ 京華中学校 東京 １９０３ 東京

５９ 森庫太郎 １８８７ 京華中学校 東京 １９０５ 東京

６０ 佐治俊吾 １８８７ 会津中学校 福島 １９０５ 福島

６１ 松元春彦 １８８３ 加治木中学校 鹿児島 １９０４ 東京 合 ○

６２ 水島精六 １８８５ 天王寺中学校 大阪 １９０４ 東京

６３ 吉田武郎 １８８８ 札幌中学校 北海道 １９０５ 札幌 合 ○

６４ 小林董 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０５ 札幌

６５ 土橋政美 １８８１ 東京第一中学校 東京 １８９９ 東京

６６ 相馬福蔵 １８８３ 秋田中学校 秋田 １９０３ 秋田

６７ 工藤長之丞 １８８５ 青森第一中学校 青森 １９０５ 青森

６８ 佐藤憲三郎 １８８６ 東京第三中学校 東京 １９０４ 東京 合 ○

６９ 桜田実 １８８７ 仙台第一中学校 宮城 １９０５ 宮城

７０ 深野剛 １８８５ 明倫中学校 愛知 １９０５ 東京
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履
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受験
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７１ 大屋徳次郎 １８８６ 嘉穂中学校 福岡 １９０５ 山口

７２ 朝日了教 １８８６ 秋田中学校 秋田 １９０４ 秋田

７３ 長谷川篤 １８８４ 新潟中学校 新潟 １９０５ 東京

７４ 井口兵右衛門 １８８５ 函館中学校 北海道 １９０４ 札幌 合 ○

７５ 岩崎四郎治 １８８５ 京北中学校 東京 １９０５ 東京

７６ 島地潔 １８８２ 攻玉社中学校 東京 １９０５ 東京

７７ 蔵野政太郎 １８８３ 新潟中学校 新潟 １９０４ 東京

７８ 佐藤誠 １８８６ 順天中学校 東京 １９０５ 東京

７９ 阿部慶太 １８８３ 荘内中学校 山形 １９０４ 山形 合 ○

８０ 宇高信一 １８８６ 忠海中学校 広島 １９０５ 東京 合 ○

８１ 竹田義治 １８８５ 東京第一中学校 東京 １９０４ 東京 合 ○

８２ 小熊捍 １８８５ 東京第一中学校 東京 １９０３ 札幌 合 ○

８３ 池尾仙蔵 １８８５ 東京第一中学校 東京 １９０５ 東京

８４ 高橋敬所 １８８４ 加治木中学校 鹿児島 １９０５ 熊本

８５ 宮崎吉蔵 １８８６ 札幌中学校 北海道 １９０５ 札幌

８６ 五十嵐繁治郎 １８８６ 荘内中学校 山形 １９０５ 山形

８７ 阿部亀義 １８８５ 相馬中学校 福島 １９０５ 東京

８８ 水越策 １８８５ 錦城中学校 東京 １９０４ 東京

８９ 加藤留松 １８８４ 滋賀第一中学校 滋賀 １９０３ 東京

９０ 北野多一郎 １８８８ 石川第四中学校 石川 １９０５ 石川

９１ 石井甫 １８８７ 明倫中学校 愛知 １９０５ 愛知

９２ 田辺鉄蔵 １８８４ 立教学院 東京 １９０５ 東京

９３ 山本正太郎 １８８４ 鳥取第一中学校 鳥取 １９０５ 東京

９４ 加藤義治 １８８５ 鳥取第一中学校 鳥取 １９０５ 東京

９５ 大平紀国 １８８６ 攻玉社中学校 東京 １９０４ 東京

９６ 八田儀三郎 １８８３ 静岡中学校 静岡 １９０５ 東京

９７ 市岡正吉 １８８４ 三重第一中学校 三重 １９０２ 東京 合

９８ 松尾誠一 １８８７ 鹿島中学校 佐賀 １９０５ 佐賀

９９ 大阪正一 １８８７ 鹿本中学校 熊本 １９０５ 熊本 合 ○

１００ 小田四郎 １８８６ 高田中学校 新潟 １９０４ 新潟

１０１ 丸山常太郎 １８８５ 北予中学校 愛媛 １９０５ 愛媛

１０２ 中島保三郎 １８８７ 徳島中学校 徳島 １９０５ 東京

１０３ 鈴木規矩馬 １８８５ 安積中学校 福島 １９０４ 福島

１０４ 今泉昇 １８８５ 磐城中学校 福島 １９０４ 東京

１０５ 松林理三郎 １８８４ 石川第一中学校 石川 １９０３ 東京 合 ○

１０６ 染谷四郎 １８８３ 千葉中学校 千葉 １９０３ 東京 合 ○

１０７ 田中清作 １８８６ 青森第一中学校 青森 １９０５ 青森 合 ○

１０８ 新野清雄 １８８５ 郡山中学校 奈良 １９０５ 東京

１０９ 合屋環 １８８４ 嘉穂中学校 福岡 １９０４ 東京

１１０ 山本直治 １８８６ 高知第一中学校 高知 １９０５ 東京

１１１ 伊藤庄太 １８８４ 三重第二中学校 三重 １９０５ 三重

札幌農学校予修科に関する一考察（廣瀬）
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履
歴

受験
場所

結果 在籍

学校名 道府県 卒業年

１１２ 石井家吉 １８８４ 三重第二中学校 三重 １９０４ 三重

１１３ 高橋直吉 １８７７ 東京第四中学校 東京 １９００ 東京

１１４ 藤井善継 １８８７ 麻布中学校 東京 １９０４ 東京

１１５ 松岡明吉 １８８５ 三重第二中学校 三重 １９０４ 東京

１１６ 前川十郎 １８８５ 郁文館 東京 １９０２ 東京 合 ○

１１７ 大久保喜一 １８８５ 開成中学校 東京 １９０２ 東京

１１８ 小野沢新一 １８８５ 上田中学校 長野 １９０２ 東京 合 ○

１１９ 多田重太郎 １８８１ 東京中学校 東京 １９０５ 東京

１２０ 亀井芳太郎 １８８７ 順天中学校 東京 １９０５ 東京

１２１ 今泉与一 １８８６ 中津中学校 大分 １９０５ 大分

１２２ 福井正気 １８８４ 札幌中学校 北海道 １９０４ 札幌

１２３ 有元英夫 １８８７ 札幌中学校 北海道 １９０５ 東京 合 ○

１２４ 豊田貢 １８８６ 島根第二中学校 島根 １９０５ 札幌 合 ○

１２５ 山口元幸 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０５ 札幌

１２６ 米山弘 １８８５ 静岡中学校 静岡 １９０５ 静岡 合 ○

１２７ 新居進 １８８７ 正則中学校 東京 １９０５ 東京

１２８ 伊藤喜代治 １８８２ 秋田中学校 秋田 １９０４ 東京

１２９ 鈴木簡一郎 １８８６ 富岡中学校 群馬 １９０３ 東京 合 ○

１３０ 九谷善� １８８６ 福井中学校 福井 １９０５ 福井

１３１ 尾苗林治 １８８６ 富山中学校 富山 １９０４ 富山

１３２ 岡田武弥 １８８５ 相馬中学校 福島 １９０５ 宮城

１３３ 池目増次郎 １８８５ 和歌山中学校 和歌山 １９０５ 和歌山

１３４ 塩田茂吉 １８８３ 高岡中学校 富山 １９０４ 東京

１３５ 松岡亮作 １８８６ 福山中学校 広島 １９０５ 広島 合 ○

１３６ 本郷英敏 １８８６ 八代中学校 熊本 １９０３ 長崎

１３７ 安原主税 １８８５ 米沢中学校 山形 １９０４ 山形

１３８ 松島鑑 １８８６ 松本中学校 長野 １９０５ 長野 合 ○

１３９ 大野孟一 １８８５ 三豊中学校 香川 １９０５ 香川

１４０ 波磨笋三 １８８４ 徳島中学校 徳島 １９０４ 東京

１４１ 梅沢謙三 １８８５ 函館中学校 北海道 １９０５ 札幌

１４２ 中島信雄 １８８５ 開成中学校 東京 １９０４ 札幌

１４３ 田瀬寿雄 １８８４ 荘内中学校 山形 １９０４ 札幌

１４４ 清野亨平 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０４ 札幌

１４５ 末広耕三 １８８５ 札幌中学校 北海道 １９０３ 大阪

１４６ 富尾正武 １８８３ 中学猶興館 長崎 １９０３ 東京

１４７ 岡村信誉 １８８４ 高知第一中学校 高知 １９０４ 東京

１４８ 永野義勝 １８８５ 八代中学校 熊本 １９０４ 熊本

１４９ 三浦儀惣治 １８８４ 仙台第二中学校 宮城 １９０４ 東京

１５０ 見上隆太 １８８３ 郁文館 東京 １９０５ 札幌

１５１ 大畑清吉 １８８３ 札幌中学校 北海道 １９０４ 札幌

１５２ 外山坦 １８８３ 開成中学校 東京 １９０２ 東京
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履
歴

受験
場所

結果 在籍

学校名 道府県 卒業年

１５３ 田中寛介 １８８５ 山口中学校 山口 １９０４ 東京

１５４ 松本修一 １８８５ 明道中学校 広島 １９０５ 広島

１５５ 塩沢梅之助 １８８５ 京北中学校 東京 １９０５ 東京

１５６ 横川舜蔵 １８８７ 明治義会 東京 １９０５ 京都

１５７ 稲葉好延 １８８２ 正則中学校 東京 １９０１ 京都

１５８ 安藤� １８８７ 中津中学校 大分 １９０５ 大分 合 ○

１５９ 島尾勘吉 １８８３ 脇町中学校 徳島 １９０５ 徳島

１６０ 李殷徳 １８８４ 京城学堂 京城 １９０３ 正則予備学校
（１９０４．９―１９０５．０６）、
正則英語学校
（１９０４．９―１９０５．６）

○

１６１ 陶昌善 １８８２ 第三高等学校 京都 在学 ― ○

番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履歴 結果 在籍

学校名 道府県 卒業年

１ 緒形乙助 １８８６ 新発田中学校 新潟 １９０６ ― 無 ○

２ 丹治七郎 １８８８ 福島中学校 福島 １９０６ 福島中学校補習科
（１９０６．４―）

無 ○

３ 坂根広義 １８８８ 札幌中学校 北海道 １９０６ ― 入 ○

４ 水野登 １８８７ 静岡中学校 静岡 １９０４ 正則英語学校（１９０４．９―
１９０５．５）、開成中学校補
習科（１９０５．９―１９０６．３）

入 ○

５ 玉山豊 １８８８ 札幌中学校 北海道 １９０６ 札幌中学校補習科
（１９０６．４―）

入 ○

６ 和田梓之介 １８８９ 同志社普通学校 京都 １９０６ ― 入 ○

７ 塩田定市 １８８６ 豊津中学校 福岡 １９０５ 中央大学内中央高等予備
校（１９０５．１０―１９０６．３）

入

８ 蛯子孝作 １８８９ 日本中学校 東京 １９０６ ― 入 ○

９ 守谷勝三郎 １８８６ 三豊中学校 香川 １９０５ ― 入 ○

１０ 鎌田貞蔵 １８８７ 遠野中学校 岩手 １９０６ ― 入 ○

１１ 石津半治 １８８８ 萩中学校 山口 １９０６ 萩中学校補習科（１９０６．４
―）

入 ○

１２ 中田公直 １８８５ 秋田中学校 秋田 １９０３ ― 入 ○

１３ 宮崎良徳 １８８７ 札幌中学校 北海道 １９０６ 札幌中学校補習科
（１９０６．４―）

入 ○

１４ 染野喜一郎 １８８６ 水海道中学校 茨城 １９０５ 錦城中学校補習科
（１９０５．９―）

入

備考１）「氏名」「生年」「学校名」「卒業年」「中学校卒業後の履歴」「受験場所」は、№１～№１５９は札幌農学校簿書８３２
「入学志願者名簿 明治三十八年 教務部」に、№１６０～№１６１は札幌農学校簿書８２３「外国留学生入学志願書
明治三十七年 教務部」による。
２）「結果」は、札幌農学校簿書８２９「生徒募集及入学ニ関スル書類 明治三十八年 教務部」所収「入学許可ノ
件」（１９０５年７月２５日）により、無試験入学許可を「無」、合格を「合」と表す。
３）「在籍」は、入学者の目安として、『札幌農学校一覧 自明治三十八年至明治三十九年』（１９０５年１２月）の「学
生生徒名」への記載の有無を示し、「○」は第１年級在籍を表す。

付表９ １９０６年度予修科入学志願者

札幌農学校予修科に関する一考察（廣瀬）
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番号 氏名 生年 出身校 中学校卒業後の履歴 結果 在籍

学校名 道府県 卒業年

１５ 上原卓爾 １８８７ 高等師範学校附属中
学校

東京 １９０６ ― 入 ○

１６ 福山甚之助 １８８８ 札幌中学校 北海道 １９０６ ― 入 ○

１７ 大石泰蔵 １８８８ 市岡中学校 大阪 １９０６ ― 入 ○

１８ 清水清太郎 １８８６ 長岡中学校 新潟 １９０５ 商工中学校補習科（１９０５．１２―） 入 ○

１９ 早川直瀬 １８８５ 前橋中学校 群馬 １９０４ ― 入 ○

２０ 清水清作 １８８５ 京北中学校 東京 １９０５ ― 入 ○

２１ 仁木雷蔵 １８８４ 新発田中学校 新潟 １９０５ ― 入 ○

２２ 岩崎四郎作 １８８５ 京北中学校 東京 １９０５ 正則英語学校高等受験科
（１９０５．１０―１９０６．５）

入 ○

２３ 田中貫市郎 １８８７ 嘉穂中学校 福岡 １９０５ ― 入 ○

２４ 前田謙吉 １８８７ 新発田中学校 新潟 １９０６ ― 入 ○

２５ 飯塚直吉 １８８７ 盛岡中学校 岩手 １９０５ 正則英語学校（１９０５．９―） 入 ○

２６ 佐藤成一 １８８５ 高等師範学校附属中
学校

東京 １９０４ ― 入 ○

２７ 浮谷竹次郎 １８８７ 東京府立第三中学校 東京 １９０６ ― 入 ○

２８ 田畑太市 １８８７ 埼玉中学校 埼玉 １９０６ ― 入 ○

２９ 正見透 １８８６ 札幌中学校 北海道 １９０４ 正則英語学校（１９０４．４―
１９０５）

入 ○

３０ 浦上啓太郎 １８８８ 成城学校 東京 １９０６ ― 入 ○

３１ 大内武次 １８８７ 高等師範学校附属中
学校

東京 １９０６ ― 入 ○

３２ 高島実 １８８８ 京都府立第一中学校 京都 １９０６ ― 入 ○

３３ 根本甚四郎 １８８７ 千葉中学校 千葉 １９０６ ― 入 ○

３４ 斉藤実男 １８８７ 岐阜中学校 岐阜 １９０５ ― 入 ○

３５ 荘司経雄 １８８５ 熊本中学校 熊本 １９０４ 第五高等学校第二部
（１９０４．９―１９０５．６）

入 ○

３６ 小野勇五郎 １８８６ 新発田中学校 新潟 １９０５ ― 入 ○

３７ 入江一郎 １８８８ 埼玉中学校 埼玉 １９０６ ― 入 ○

３８ 塩沢梅之助 １８８５ 京北中学校 東京 １９０５ ― 入 ○

３９ 米田繁治郎 １８８５ 畝傍中学校 奈良 １９０５ ― 入 ○

４０ 江口光雄 １８８７ 川内中学校 鹿児島 １９０６ ― 入 ○

４１ 白勢喜四郎 １８８５ 新発田中学校 新潟 １９０５ ― 入 ○

４２ �橋陸郎 １８８７ 一関中学校 岩手 １９０６ ― 入 ○

４３ 鈴木 １８８５ 東京中学校 東京 １９０６ ― 入 ○

４４ 板倉勝則 １８８８ 学習院中等科 東京 １９０６ ― 入 ○

４５ 呉� １８８０ 弘文学院 東京 １９０５ 正則学校（１９０５．４―） 入 ○

４６ 黄国� １８８６ 弘文学院 東京 １９０５ 正則英語学校（１９０５．４―）、
正則予備学校（１９０５．４―）

入 ○

備考１）「氏名」「生年」「学校名」「卒業年」「中学校卒業後の履歴」は、№１～№４４は農学校簿書８１５―２「予修科入学
願書 明治三十九年七月 教務課」に、№４５～№４６は札幌農学校簿書８２３「外国留学生入学志願書 明治三十七
年 教務部」による。
２）「結果」は、農学校簿書９２１「入学試験ニ関スル書類 明治三十九年七月 教務部」内の「官報材料送付ノ件」
（１９０６年７月１９日）により、「無試験入学許可」を「無」、「入学許可」を「入」と表す。

３）「在籍」は、入学者の目安として、『札幌農学校一覧 自明治三十九年至明治四十年』（１９０７年３月）の「学生
生徒名」への記載の有無を示し、「○」は第１年級在籍を表す。
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